
広報

いの町の人口
（平成31年2月末現在）

◦総人口 22,948（23,280）人　

◦男　性 10,924（11,086）人　

◦女　性 12,024（12,194）人　

◦世帯数 10,619（10,651）世帯

（　　）内は前年同月末日

※住民基本台帳人口による
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いの町

いの町上下水道組合 ☎ 090－9555－6246

上下水道緊急連絡先（休日）

固定資産税　１期

今 月 の 納 税

◦南海トラフ地震に備える事業について　 P2

◦水道料金改定のお知らせ P4

◦『保育サービス講習会』受講者募集 P5

◦森林経営管理制度のお知らせ P8

　いの町PR看板の新設について
◦「夜間中学」を体験してみませんか P9

◦2019年度　国家公務員採用試験のご案内 P10

◦2019年度　国税専門官採用試験のご案内 P11

◦就学援助制度について P19

◦無料法律相談会の開催について P20

◦仁淀病院からのお知らせ P31

　高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種について

いの町公式ホームページ

http://www.town.ino.kochi.jp/

吾北地区の桜
この桜は、国道439号線沿いのいの町農業公社の前で昨年撮影された桜です。

桜が終われば新緑もきれいです。是非吾北地区へお越しください。
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　阪神・淡路大震災では、死亡やケガの原因の約８割が家具などの転倒落下や家屋の倒壊によるものでした。

　町では、南海トラフ地震に備え、地震に強い安全な住まいづくりを目指すために、次の事業を実施していま

す。

　また、町では耐震診断の無料化を実施しております。また、耐震設計・改修事業については、段階的耐震化

補助及び代理受領制度を整備しております。

　南海トラフ地震での被害を軽減するためにも、積極的な「揺れ対策」をお願いします。

1 木造住宅耐震診断

1 対象となる住宅
町内に所在し、昭和56年5月31日以前に建築された木造住宅（一戸建て、長屋、併
用住宅及び共同住宅で貸家を含み、主たる生活の場となる建物）

2 対象とならない住宅
特殊構造・特殊構法のもの（プレハブ、ツーバイフォー、丸太組工法、鉄骨などを

含む混構造の住宅）

3
診断を受ける

ことができる方
対象となる住宅の所有者で町税を滞納していない者

4 診断方法

申込者の住宅へ診断士が訪問し、申込者の立ち会いのもと、間取りの確認・床下や

天井裏の点検口（開口部）から内部を直接みて調べます。なお、壁を壊したり、天

井をめくるような調査は行いません。

5 診断費用 無料

6 申込期間 申込件数が定数に達するまで、随時受け付けします。

7 注意事項

①耐震診断のため派遣する診断士は、高知県が行う「木造住宅耐震診断士養成講
習」を受講し県へ登録されている者です。

②耐震診断は、耐震診断のみを行うものです。その後の耐震補強工事を義務付ける
ものではありません。

③耐震診断は、大規模な地震に対して、住宅がどの程度の安全性があるかを判定す
るものであり、地震によって倒壊しないことを保証するものではありません。

2 木造住宅耐震設計・改修

1 要件

①町が実施した木造住宅耐震診断の上部構造評点が1.0未満であるもの
②耐震改修工事後の上部構造評点が1.0以上となるもの
③「高知県木造住宅耐震診断士」として高知県に登録されている事業者が、耐震改

修設計については登録設計事務所が実施し、耐震改修については登録工務店が実
施するもの

④本年度中に事業が完了するもの
⑤町税を滞納していない者
⑥町内に所在し、昭和56年5月31日以前に建築された木造住宅（一戸建て、長屋、

併用住宅及び共同住宅で貸家を含み、主たる生活の場となる建物）

2 補助金額
○耐震改修設計費・・・最高  30万5千円
○耐震改修工事費・・・最高122万5千円

３ 申込期間 申込件数が定数に達するまで、随時受け付けします。

▪総務課　☎８９３－１１１３
 ▪吾北総合支所住民福祉課　☎８６７－２３００

 ▪本川総合支所住民福祉課　☎８６９－２１１２
申込・問い合わせ

南海トラフ地震に備える事業について
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3 ブロック塀の耐震対策補助

　ブロック塀の倒壊被害（倒壊したブロックの下敷きになる・避難や消火活動の阻害など）の防止、又は軽減
することを目的とした補助事業です。

1 補助対象者

①ブロック塀を所有する者（所有者と親子関係にある者など町長が認めた者を含
む。）

②町税を滞納していない者

2
補助の対象となる

ブロック塀など

町が指定した避難路に面したコンクリートブロック塀などのうち、点検表に一つで
も不適合があるものが補助の対象となります。鉄筋が入っているかそうでないかで
使用する点検表が異なります。なお、建築基準法第42条第２項に規定する道路の
中心から２メートル以内にあるブロック塀は、前面道路の中心線から２メートル後
退して改修してください。

3 補助対象経費

補助対象のコンクリートブロック塀を、登録工務店又は建設業者に依頼して、撤去
又は倒壊時の被害が少ないフェンスや生け垣への改修を行う為の経費が、補助の対
象となります。

4 補助金額
定額（補助限度額）20万5千円、補助対象経費が20万5千円に満たない場合は、そ
の額となります。

5 申込期間 申込件数が定数に達するまで、随時受け付けします。

4 老朽住宅除却事業

　現在、全国的に空き家が増加傾向にあり、安全面や景観面などにおいて、大きな問題となっています。老朽
化が著しい建物で、周囲に危険性がある住宅などの除却に対する補助事業です。

1 補助対象者

①町内にある老朽住宅の所有者であること。ただし、当該所有者と親子関係にある
者など町長が認めた者を含む。

②町税を滞納していない者

2 補助対象建築物

①いの町地域防災計画に位置付けられた緊急輸送道路又は避難路の沿道に位置する
老朽化した木造住宅など

②別表第1に規定する基準で100点以上の評定があるもの
※別表第1については、担当課までお問い合わせください。

3 補助金額 除却工事費に10分の8を乗じて得た額とし、その限度額は164万5千円とする。

4 申込期間 申込件数が定数に達するまで、随時受け付けします。

5 家具転倒防止

　自分で家具の転倒防止対策のできない世帯に対して、取付金具代はご負担していただき、委託業者に取付作
業を依頼します。

1 事業の流れ
申請書の提出→取付可否の判断→決定通知書の送付→委託業者の現地確認→取付作
業→事業完了

2 補助対象者 全世帯

3 固定箇所数 一世帯につき５ヵ所まで

4 申込期間 申込件数が定数に達するまで、随時受け付けします。

5 その他注意事項

①取付金具代は自己負担となります。
②家具の柱、壁などの補強は行いません。
③借家の場合、家屋の所有者又は管理者の承諾が必要となります。
④設置後、必ず転倒しないことを保証するものではありません。
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５月検針分（６月請求分）から、水道料金が改定となります

■問い合わせ　 上下水道課水道係　☎ ８９３－１９２０　／　吾北総合支所建設課水道係　☎ ８６７－２３１５

　　　　　　　 本川総合支所産業建設課水道係　☎ ８６９－２１１５

水道料金改定のお知らせ最終回

※下水道料金は変更ありません

　本町では、皆様の生活に欠かすことのできないライフラインである水道を守り、安心安全な水道水をこれか

らも安定してお届けし続け、安定的に経営を行うため、水道料金の改定をお願いすることといたしました。

　ご利用者の皆様には大変ご負担をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

　連載の最終回となる今月は、「水道事業の経営健全化に向けた取組み」についてお知らせいたします。

　改定時期は、５月検針分（６月請求分）からの改定となり、改定後は、一般的な家庭の場合（口径13㎜で使

用水量20㎥／月と仮定）月額１，８２５円が月額２，３７０円となり、５４５円の増額となります。（メーター使用

料・消費税含む）

　今後も引き続き一層の経営努力を行ってまいりますが、水道水の安定供給、老朽化施設の耐震化等の取組み

を進めるために必要な改定となりますので、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

　経営健全化に向けて、これまでの経営努力にとどまることなく、より一層の経費の効率化に努め、適正かつ

健全な経営の継続を図っていく必要があります。

水道料金の改定について

現行料金と改定後料金の比較表

（一般用口径13㎜・１ケ月あたり）

※メーター使用料・消費税含む

使用水量 現　行 改定後 増額分

～８㎥まで
（基本水量内）

５９４円 ７５０円 １５６円増

１０㎥   ７９９円 １，０２０円 ２２１円増

２０㎥ １，８２５円 ２，３７０円 ５４５円増

３０㎥ ２，８５１円 ３，７２０円 ８６９円増

４０㎥ ３，８７７円 ５，０７０円 １，１９３円増

５０㎥ ４，９０３円 ６，４２０円 １，５１７円増

水道事業の経営健全化に向けた取組み

【これまでの取組み】

◦企業債（借入れ）のうち、高金利の繰上償還や

低金利への借換えによる支払利息の軽減

◦速やかな未収金回収による料金収納の強化

◦他事業（下水道や道路整備事業）との同時施工

による工事コストの縮減

◦口座振替の推進による経費の節減

【これからの取組み】

◦借入金への依存を抑えながら、計画的に老朽化

施設の更新や耐震化を進める

◦いの町水道事業経営審議会を定期的に開催し、

料金体系を含めた適正な料金水準などについて

継続的に検討する

◦引き続き経費の節減について調査・研究を行う

【１㎥の水の目安】　
　▪２リットルのペットボトル500本分
　▪10リットルのバケツで100杯分
　▪洗濯機（１回で約80リットル～100リットル
　　使うと仮定）で約10回分

【水道水は安全で経済的です】

　▪水道水は水道法により51項目の水質基準が
設定されており、水質検査を行い、基準が守
られていますので、そのままお飲みいただけ
ます。

　　　市販の水　　　　　＜　　　　　水道水
　　　　　　　　　　　経済性
　　　500㎖＝約100円　　　500㎖＝約0.06円

水 識豆道 知
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『保育サービス講習会』受講者募集！！
▪場　　所：すこやかセンター伊野食生活改善教室・中会議室２

▪持 ち 物：会員となる方の顔写真　２枚（縦３㎝×横2.4㎝）

　　　　　　※子どもの写真ではありません

　　　　　　認印、本人と確認できるもの（免許証、保険証等）、筆記用具、

　　　　　　マイナンバーカード、口座を指定する通帳等

▪締　　切：６月11日（火）

▪申　　込：下記連絡先までお電話にてお申し込みください。

●６月19日（水）

時　　間 講  　習 　 内 　 容 講　　師

9：30～10：30 挨拶・自己紹介・女性労働協会ビデオ鑑賞 ア ド バ イ ザ ー

10：40～12：30 保育の心と子どもの遊び 保 　 育 　 士

13：30～15：00 子どもの発育と病気 医 　 　 　 師

15：10～16：30 子どもの栄養と食生活 管 理 栄 養 士

●６月20日（木）

時　　間 講  　習 　 内 　 容 講　　師

9：30～10：30 子どもの世話・安全・事故と小児看護の基礎知識 保 　 健 　 師

10：40～12：00 救命救急 仁 淀 消 防 組 合

13：00～14：30 心の発達とその問題 児 童 心 理 司

14：40～16：30 センターの概要・質疑応答・本登録受付 アドバイザー等

　上記の講習を２日間受講してください。どちらか１日のみ受講できる方は、次回の講習会で残りの１日の受

講をお申し込みください。２日間の講習会受講後、入会されると会員証を発行します。

ファミサポ交流会

『わんぱーくこうちアニマルランドの裏側を探検しよう！！』

▪日　　時：５月19日（日）　９：00～12：00

▪集合場所：すこやかセンター伊野　正面玄関前（現地集合可）

▪対 象 者：０歳～（いの町在住の親子）　　　▪先　着：50名

▪参 加 費：無　料　　　　　　　　　　　　　▪持ち物：水筒（必要な人）

▪日　　程：

▪締　　切：５月９日（木）定員になり次第締め切ります。

▪申　　込：下記連絡先までお電話にて申し込みください。

　　　　　　４月10日（水）　申込開始

9：00 すこやかセンター伊野

 （バスで移動）

9：40～11：30 わんぱーくこうちアニマルランド

 （バスで移動）

12：00 すこやかセンター到着

お問合せ

お申込先

ほけん福祉課（すこやかセンター伊野内）　いのファミリー・サポート・センター

電話：０８８－８９３－３８１０  　携帯：０８０－２９８２－８１０８（ファミサポ専用）
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消防団員募集中
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被
災
状
況
報
告
な
ど
、
各
地
域
で
非

常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
元
の
状
況
な
ど
を
熟
知
し
て
い

る
消
防
団
は
、
地
域
防
災
力
の
核
と
し
て
大

き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

消
防
団
っ
て

　
　
ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？

　

火
災
現
場
へ
の
出
動
を
は
じ
め
そ
の
主
な

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

災
害
活
動

　

消
防
団
活
動
の
中
で
も
最
も
重
要
な
も
の

で
す
。

　

火
災
現
場
で
の
消
火
活
動
、
水
害
時
の
水

防
活
動
な
ど
に
出
動
し
、
災
害
現
場
の
第
一

線
で
消
防
署
の
消
防
士
と
協
力
し
て
災
害
の

防
除
に
あ
た
り
ま
す
。

　

ま
た
災
害
時
の
避
難
誘
導
、
行
方
不
明
者

の
捜
索
・
救
助
、
水
難
救
助
活
動
な
ど
に
も

出
動
し
ま
す
。

平成26年台風災害時の活動
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予
防
活
動

　

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
も
重
要
な
活
動

で
す
。

　

年
末
警
戒
に
よ
る
地
域
の
火
災
予
防
、
町

民
祭
で
の
警
備
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

訓
練
・
教
育
活
動

　

出
動
時
に
迅
速
か
つ
適
切
な
活
動
を
行
う

た
め
に
は
、
団
員
一
人
ひ
と
り
の
消
防
技
術

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
で
す
。

　

消
防
団
で
は
、
各
種
消
防
演
習
や
水
難
救

助
訓
練
、
防
災
訓
練
、
自
主
防
災
組
織
訓
練

な
ど
、
年
に
数
回
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
入
団
員
に
は
、
消
防
学
校
で
消

防
団
員
と
し
て
必
要
な
知
識
や
技
術
の
習
得

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
し
て
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
へ

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

啓
発
・
広
報
活
動

　

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
地
域
住
民

の
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
地
域
の
保
育
園
や
幼
稚
園
の
園
児
と
の

防
火
パ
レ
ー
ド
な
ど
、
地
域
行
事
へ
の
参
加

を
通
じ
防
火
意
識
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
警
察
署
と
協
力
し
て
、
水
難
事
故
防

止
Ｐ
Ｒ
活
動
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
魅
力
は
？

　

消
防
団
っ
て
大
変
そ
う
！
確
か
に
そ
う
で

す
が
、
そ
れ
以
上
に
す
ば
ら
し
い
魅
力
が
あ

り
ま
す
。
消
防
団
活
動
の
魅
力
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

最
高
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

消
防
団
員
は
、
特
別
職
の
地
方
公
務
員
と

し
て
、
出
動
の
際
に
は
報
酬
も
支
給
さ
れ
ま

す
が
、
そ
の
職
務
の
重
責
に
比
べ
れ
ば
少
な

い
報
酬
額
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
要
素
が
強
い
も
の
で
す
。

　

「
義
勇
消
防
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
で
支
え
ら
れ

て
い
る
の
が
消
防
団
と
い
え
ま
す
。

い
ろ
ん
な
人
と
の
出
会
い

　

団
員
の
年
齢
層
は
、
20
代
～
70
代
、
職
業

も
農
業
、
自
営
業
、
会
社
員
、
公
務
員
と
多

種
多
様
で
す
。

　

一
緒
に
様
々
な
消
防
団
活
動
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
町
内
の
い
ろ
ん
な
方
と
知
り
合
い

に
な
る
こ
と
が
で
き
、
交
友
関
係
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
る
の
も
消
防
団
の
魅
力
で
す
。

訓
練
や
出
動
は
？

　

例
え
ば
伊
野
方
面
隊
で
の
訓
練
は
、
月
一

回
の
定
時
通
信
と
資
機
材
点
検
、
春
と
秋
の

演
習
、
５
月
の
水
難
救
助
訓
練
が
主
な
訓
練

内
容
と
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
年
末
警

戒
や
町
民
祭
の
警
備
活
動
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
操
法
大
会
の
あ
る
年
に
つ
い
て
は
、

出
場
す
る
各
分
団
・
部
で
の
操
法
訓
練
が
あ

り
ま
す
。

　

火
災
、
大
雨
に
よ
る
水
防
活
動
、
水
難
事

故
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
の
際
に
、
出
動
要

請
が
あ
り
ま
す
。

団
員
の
身
分
や
待
遇
は
？

　

消
防
団
員
の
身
分
は
、
非
常
勤
の
特
別
職

地
方
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

　

費
用
弁
償
と
し
て
、
８
時
間
ま
で
を
一
回

の
出
務
と
し
て
、
一
回
５
，
０
０
０
円
支
給

さ
れ
、
年
度
末
に
、
階
級
に
応
じ
て
年
報
酬

も
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
公
務
中
の
災
害
に
つ
い
て
も
手
厚
い

補
償
が
あ
り
、
退
団
さ
れ
る
際
に
は
、
勤
務

年
数
に
応
じ
て
退
職
報
奨
金
も
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
互
助
会
制
度
や
福
祉
共
済

制
度
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

入
団
の
方
法
は
？

　

町
内
在
住
の
方
で
地
域
で
の
消
防
・
防
災

活
動
に
従
事
し
て
く
れ
る
消
防
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
１
８
歳
以
上

の
方
の
入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

入
団
す
る
日
は
い
つ
か
ら
で
も
大
丈
夫
で

す
。

　

入
団
の
申
し
込
み
、
消
防
団
活
動
に
対
す

る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、

①
地
域
の
各
分
団

②
仁
淀
消
防
署
消
防
団
係☎

８
９
３-

３
２
２
１

③
い
の
町
総
務
課

☎
８
９
３-

１
１
１
３

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

園児との交流（防火パレード）

あ
な
た
も
消
防
団
に

入
団
し
ま
せ
ん
か
？
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　森林の適切な経営や管理が行われないと、土砂災害の防止や水源涵養等へ影響を及ぼすことが

懸念されます。このため平成31年４月から「森林経営管理制度」がスタートし森林の適切な経営

や管理を進めることとしています。

　森林が適切に経営管理されていない場合、森林所有者の皆さんに意向調査を実施することとして

おりますので、ご理解とご協力をお願いします。

森林所有者の皆様へ

平成31年4月から新たな制度
（森林経営管理制度）がスタートします

～森林の適切な経営管理が求められます～

■ お問い合わせ　　森林政策課（吾北庁舎内）　☎ ８６７－２３２２

経営管理を

再委託

森林所有者 市町村

意欲と能力のある
林業経営者

市町村が
自ら管理

意向を

確認

経営管理を

委託

林業経営に
適した森林

林業経営に
適さない森林

◆  いの町ＰＲ看板を新設  ◆

　広報1月では県道38号高知土佐線八天大橋東詰にあるPR看板のリニューアルをお知らせしたところです

が、さらに今回、国道33号宇治川橋西詰交差点の町有地に新設しました。

　ここは国道沿いで、またJRや路面電車もすぐ近くを通るので、多くの人に注目していただけることと思

います。日常生活に相手を認めるほめ言葉や「ありがとう」という感謝の言葉があふれ、温かい関係性の

なかでぷっくりとしたハートで輝けるまちづくりを目指していきましょう。　　　（教育委員会事務局）
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※町公式ホームページにも掲載しています。

基準値 公園町水系 鎌田水系 伊野南 上八川 長 沢

一般細菌 100個／ｍL以下 1 1未満 1未満 0 0

大腸菌 検出されないこと 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず

塩化物イオン 200㎎/L以下 2.8 2.8 4.2 1.6 2.7

有機物 3㎎/L以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.3未満 0.3未満

ｐH 5.8以上8.6以下 6.9 6.9 6.9 8.0 7.3

味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 5度以下 1未満 1未満 1未満 1未満 1未満

濁度 2度以下 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.1未満 0.1未満

※検査機関によって結果の表記に違いがありますが、全ての地点で水質基準を満たしています。

いの町上水道水質検査結果平成31年2月分

「夜
や

間
かんちゅうがく

中学」を体
たいけん

験してみませんか

　高
こうちけんきょういく

知県教育委
い

員
いんかい

会では、県
けんみん

民の皆
みなさま

様に夜
やかんちゅうがく

間中学の様
よう

子
す

を

知
し

っていただくため、県
けんない

内各
かく

地
ち

で「体
たいけんがっこう

験学校」を開
かい

催
さい

して

います。

　第
だい

９回
かい

は、いの町
ちょう

で行
おこな

います。夜
やかんちゅうがく

間中学に関
かんしん

心のある方
かた

や通
かよ

ってみたい方
かた

、また、身
み

の回
まわ

りで「通
かよ

ってみたい」と

話
はな

している方
かた

がいらっしゃいましたら、お誘
さそ

い合
あ

わせのう

え、お気
き

軽
がる

にご参
さん

加
か

ください。

◎対
たいしょうしゃ

象者　　県
けんない

内にお住
す

まいの中
ちゅうがくせいいじょう

学生以上の方
かた

◎月
つき

　日
ひ

　　５月
がつ

１５日
にち

（水
すいよう

曜日
び

）

◎場
ば

　所
しょ

　　いの町
ちょうやくば

役場（１階
かい

１０３会
かい

議
ぎ

室
しつ

）

◎時
じ

　間
かん

　　午
ご

後
ご

６時
じ

から午
ご

後
ご

８時
じ

（１８：００～２０：００）

◎内
ない

　容
よう

◎お申
もう

し込
こ

みは、以
い

下
か

のいずれかへお願
ねが

いします。

　高
こうちけんきょういく

知県教育委
い

員
いんかい

会事
じむきょくしょうちゅうがっこうか

務局小中学校課　（電
でん

話
わ

：０８８－８２１－４７３５）

　　　　　　　　　　　　高
こうとうがっこう

等学校課
か

　（電
でん

話
わ

：０８８－８２１－４８４６）

　いの町
ちょうきょういくいいんかいじむきょく

教育委員会事務局　　　　　　　（電
でん

話
わ

：０８８－８９３－１９２２）

＊いの町
ちょうやくば

役場及
およ

び各
かくそうごう

総合支
し

所
しょ

などに案
あんない

内チラシを置
お

いています。また、高
こうちけんきょういく

知県教育委
い

員
いんかい

会ホームページにも

　掲
けいさい

載していますのでご覧
らん

ください。

教
きょう

　科
か

　等
とう

おもな内
ないよう

容

１ 学
がっきゅうかつどう

級活動（３０分
ふん

） オリエンテーション、自
じ

己
こ

紹
しょうかい

介など

２ 英
えい

　　語
ご

（３０分
ふん

） 英
えい

語
ご

で楽
たの

しもう

休
やす

み時
じ

間
かん

（１０分
ふん

）

３ 数
すう

　　学
がく

（３０分
ふん

） 数
すうがく

学を使
つか

って楽
たの

しもう

４ 学
がっきゅうかつどう

級活動（２０分
ふん

） 感
かんそう

想や意
い

見
けん

の交
こうりゅう

流、アンケートなど
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2019年度　国家公務員採用試験
○院卒者試験・大卒程度試験

試　験　名
受付期間

（受験案内HP掲載日）
第１次
試験日

第1次試験
合格者発表日

第2次試験日
最終合格者

発表日

総

合

職

試

験

院 卒 者 試 験
3.29㈮～4.8㈪

（2.1㈮）
4.28
㈰

5.10
㈮

5.26
㈰

筆記

6.6㈭～6.14㈮
政策課題討議・人物 6.25

㈫
大卒 程 度試 験

5.28㈫～6.14㈮
人物

院 卒 者 試 験
（ 法 務 区分）

9.10㈫～9.17㈫
（7.9㈫）

9.29
㈰

10.8
㈫

10.10㈭又は10.11㈮
政策課題討議・人物

10.18
㈮

大卒 程 度試 験
（教 養 区 分）

  8.2㈮～8.26㈪
（7.9㈫）

10.16
㈬

11.12㈫～11.20㈬
（連続する2日間）

企画提案・政策課題討議・人物

12.6
㈮

一 般 職 試 験
（大卒程度試験）

  4.5㈮～4.17㈬
（2.1㈮）

6.16
㈰

7.10
㈬

7.17㈬～8.2㈮
8.20

㈫

専

門

職

試

験

航 空 管 制 官

3.29㈮～4.10㈬
（2.1㈮）

6.9
㈰

7.2
㈫

7.10㈬（発表 8.20㈫）
10.2
㈬（第３次試験日）

8.29㈭～8.30㈮

法務省専門職員
（ 人 間 科 学 ）

7.9㈫～7.12㈮

8.20
㈫

財 務 専 門 官 7.10㈬～7.11㈭

国 税 専 門 官 7.11㈭～7.19㈮

労働基準監督官 7.16㈫～7.18㈭

皇 宮 護 衛 官
（大卒程度試験） 7.10

㈬

7.16㈫～7.22㈪

食品衛生監視員 7.17㈬～7.24㈬

経 験 者 採 用 試 験 ７　月　以　降　公　表　予　定

○高卒程度試験

試　験　名
受付期間

（受験案内HP掲載日）
第１次
試験日

第1次試験
合格者発表日

第2次試験日
最終合格者

発表日

海上保安学校学生
（ 特 　 　 　 別 ）

3．29㈮～4．5㈮
（3．4㈪）

5．12
㈰

5．31
㈮

6．5㈬～ 6．19㈬
7．19

㈮

一 般 職 試 験
（ 高 卒 者 試 験 ）
（社会人試験（係員級））

6．17㈪～6．26㈬
（5．7㈫）

9．1
㈰

10．3
㈭

10．9㈬ ～ 10．18㈮
11．12

㈫

税 務 職 員

刑 務 官

7．16㈫～7．25㈭
（6．12㈬）

9.15㈰

10．9
㈬

10．17㈭ ～ 10．23㈬
11．19

㈫

海上保安学校学生

9．22
㈰

船舶・情報・管制・海洋課程
10．15㈫ ～ 10．24㈭

航空課程
10．15㈫ ～ 10．24㈭
（発表　11．19㈫）

2020年
1．16

㈭

（第3次試験日）
11．30㈯ ～ 12．10㈫

入 国 警 備 官 10．23㈬ ～ 10．25㈮ 11．19㈫

航空保安大学校学生 11．11㈪ ～ 11．14㈭ 12．17㈫

皇 宮 護 衛 官
（高卒程度試験）

11．20㈬ ～ 11．26㈫ 12．19㈭

気 象 大 学 校 学 生 8．22㈭～9．2㈪
（6．12㈬）

10．26㈯及
び10．27㈰

12．6㈮ 12．13㈮
2020年
1．16㈭海上保安大学校学生

▼ 採用試験の情報：人事院ホームページ 「国家公務員試験採用情報NAVI」
　　　　　　　　　［ http：//www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm ］で御確認ください。

▼ 申　込　方　法：各試験の申込みは、インターネットで行ってください。
　　　　　　　　　「インターネット申込専用アドレス」[ http：//www.jinji-shiken.go.jp/juken.html ]
■問 い 合 わ せ：人事院四国事務局　☎ 087-880-7442　　〒760-0019　高松市サンポート3-33
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2019年度 国税専門官採用試験募集要項

　2019年度国税専門官採用試験を下記のとおり実施します。多くの方の申し込みをお待ちしております。また、

国税庁ホームページ採用案内には、業務内容や先輩職員からのメッセージを掲載していますので参考にしてく

ださい。

▪問い合わせ　　伊野税務署　☎ ０８８－８９３－１１２１

1 受験資格

（１）1989（平成元）年４月２日～1998（平成10）年４月１日生まれの者

（２）1998（平成10）年４月２日以降生まれの者で次に掲げるもの

　　　イ　大学を卒業した者及び2020年３月までに大学を卒業する見込みの者

　　　ロ　人事院がイに掲げる者と同等の資格があると認める者

2 採用予定数

（１）別途、人事院ホームページに掲載します。

（２）採用予定数は変動することがありますので、最新の情報は人事院ホームページで確認してください。

3 申込受付期間　

　３月29日（金）９：００～４月10日（水）［受信有効］

（１）原則として、インターネット申込をご利用ください。

（２）インターネット申込専用アドレス（http：//www.jinji-shiken.go.jp/juken.html）

　　　なお、インターネット申込ができない場合は、高松国税局総務部人事第二課試験研修係（☎ 087-831-

3111　内線245）までお問い合わせください。

　　

4 試験日等

（１）第１次試験（四国における試験地は、高松市及び松山市です。）

　　イ　試　 験 　日：６月９日（日）

　　ロ　試 験 種 目：（イ）基礎能力試験（多肢選択式）　（ロ）専門試験（多肢選択式及び記述式）

　　ハ　合格者発表日：７月２日（火）９：００

（２）第２次試験（四国における試験地は、高松市です。）

　　イ　試　 験 　日：７月11日（木）～７月19日（金）（第１次試験合格通知書で指定する日時） 

　　ロ　試 験 種 目：（イ）人物試験　　（ロ）身体検査

　　ハ　最終合格者発表日：８月20日（火）９：００

5その他

　国税庁ホームページ採用案内ページアドレス

　⇒（http：//www.nta.go.jp/about/recruitment/kokusen/02.htm）
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お
知
ら
せ

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

第
67
回
高
知
県

市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会

　

１
月
27
日
に
室
戸
市
か
ら
安
芸

市
ま
で
の
46
・
５
㎞
を
走
る
市
町

村
対
抗
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
毎
年
中
学
生
か
ら
大
人
ま

で
の
幅
広
い
世
代
の
選
手
が
出
場

し
、
一
丸
と
な
っ
て
タ
ス
キ
を
繋

い
で
い
く
伝
統
あ
る
こ
の
大
会
で

全
41
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
な
か
、

い
の
町
Ａ
は
24
位
、
い
の
町
Ｂ
は

33
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

【
結
果
】

　

い
の
町
Ａ

　
　

順
位
24
位

　
　

記
録　

２
時
間
50
分
２
秒

　

い
の
町
Ｂ

　
　

順
位
33
位

　
　

記
録　

３
時
間
４
分
40
秒

ニ
ュ
ー
ス

枝
川
小
学
校
で

　
　
　
　

初
午
行
事
開
催

　

２
月
８
日
、
枝
川
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
枝
川
分
団
主
催
に
よ
る

恒
例
の
初
午
行
事
が
、
枝
川
保
育

園
と
枝
川
幼
稚
園
の
園
児
、
枝
川

小
学
校
の
児
童
の
参
加
に
よ
り
、

に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
午
と
は
、
立
春
後
の
最
初
の

午
の
日
の
こ
と
で
、
古
く
か
ら
こ

の
日
に
起
こ
し
た
火
は
良
い
火
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
消
防
に

と
っ
て
は
大
事
な
日
と
な
っ
て
い

ま
す
。
枝
川
分
団
の
初
午
行
事
は
、

半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
、
小
さ
い

子
ど
も
へ
の
火
災
予
防
啓
発
・
防

災
教
育
を
目
的
に
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

児
童
と
園
児
は
、
消
防
車
乗
車

体
験
、
仁
淀
消
防
署
職
員
の
指
導

に
よ
る
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
、
放
水

体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
楽
し
み
な

が
ら
火
災
予
防
や
防
災
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中

の
行
事
に
つ
い
て

　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
春

の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
各
地

で
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
火

災
予
防
を
訴
え
る
た
め
、
伊
野
保

育
園
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
や
、

川
内
保
育
園
、
吾
北
保
育
園
、
吾

北
幼
稚
園
、
本
川
へ
き
地
保
育
園

で
の
防
火
ふ
れ
あ
い
行
事
防
火

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

伊
野
方
面
隊
春
季
演
習
を

実
施　

　

３
月
10
日
、
い
の
町
消
防
団
伊

野
方
面
隊
が
春
季
演
習
と
し
て
、

高
知
県
消
防
学
校
体
育
館
に
お
い

て
、
礼
式
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

礼
式
訓
練
で
は
、
各
分
団
と
新

入
団
員
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
表

彰
受
領
も
含
め
た
基
本
的
な
礼
式

に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
で
は
、
災
害
発
生
時
に

は
危
険
を
伴
う
活
動
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
き
び
き

び
と
指
揮
者
の
指
揮
に
従
う
こ
と

は
安
全
管
理
の
面
で
も
非
常
に
重

要
と
な
り
ま
す
。

　

規
律
と
節
度
あ
る
礼
式
訓
練
を

通
じ
て
、
各
自
が
消
防
団
員
と
し

て
の
気
持
ち
を
新
た
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

4
月
の
消
防
団
行
事
予
定

４
月
24
日（
水
）

　

消
防
大
会

　

（
高
知
県
立
県
民
体
育
館
）

４
月
28
日（
日
）

　

い
の
町
消
防
団
互
助
会
総
会

　

及
び
幹
部
会

お
知
ら
せ

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容

確
認
に
つ
い
て　

　

町
で
は
、
災
害
情
報
等
の
伝
達

手
段
と
し
て
、
防
災
行
政
無
線
を

町
内
全
域
に
整
備
し
て
い
ま
す
が
、

雨
や
風
の
状
況
、
各
戸
の
立
地
状

況
に
よ
り
放
送
内
容
が
聞
き
取
り

づ
ら
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内

容
を
も
う
一
度
確
認
し
た
い
時
は
、

次
の
電
話
番
号
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

〇
電
話
番
号

　

☎
８
９
３-

１
２
１
３

　

☎
８
９
３-

１
２
１
４

※
通
話
料
は
ご
利
用
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

※
各
総
合
支
所
か
ら
発
信
さ
れ
た

地
域
放
送
は
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

いの町出場メンバー
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ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

い
の
町
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

　

町
で
は
「
い
の
町
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ご
自
分
で
気
象
情
報
、

防
災
情
報
、
不
審
者
情
報
、
イ
ベ

ン
ト
情
報
と
い
っ
た
情
報
種
別
と
、

配
信
エ
リ
ア
を
設
定
し
、
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
で
受
信
す
る
も
の

で
す
。

（
情
報
種
別
）

①
防
災
情
報

　

避
難
勧
告
、
火
災
予
防
運
動
、

防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ
な
ど

※
火
災
発
生
場
所
な
ど
、
火
事
に

関
す
る
情
報
は
配
信
し
ま
せ
ん
。

②
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

町
民
祭
、
氷
室
祭
り
な
ど
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
中
止
に
関
す
る

情
報

③
行
政
情
報

　

交
通
安
全
運
動
、
大
規
模
な
断

水
、
行
方
不
明
者
な
ど
の
全
般

的
情
報

④
防
犯
情
報

　

不
審
者
情
報
、
振
り
込
め
詐
欺

情
報
な
ど
防
犯
に
関
す
る
情
報

⑤
教
育
情
報　

　

町
内
公
立
保
幼
小
中
に
お
け
る

台
風
や
大
雨
、
流
行
性
疾
病
な

ど
に
よ
る
臨
時
休
園
・
休
校
・

休
会
情
報
な
ど

⑥
気
象
情
報

　

気
象
に
関
す
る
注
意
報
、
警
報
、

地
震
情
報
な
ど

▼
配
信
エ
リ
ア

　

情
報
種
別
に
よ
り
、
異
な
り
ま

す
が
、
基
本
的
に
、
旧
三
町
村
や

小
学
校
区
単
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
登
録
方
法

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

「in
o

@
en

try.m
ail-d

p
t.jp

」

に
空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
か
、
次

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
空
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ＱＲコード
（登録用）

　
　
　
　

↓

　

い
の
町
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

（
本
登
録
サ
イ
ト
）
の
案
内
メ
ー

ル
が
届
き
ま
す
。

（
※
配
信
元
ア
ド
レ
ス
は
、

in
fo@

tow
n

.in
o.ko

ch
i.jp

で
す
。

迷
惑
メ
ー
ル
防
止
な
ど
を
し
て
い

る
方
は
、
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
。）

　
　
　
　
　

↓

　

本
登
録
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し

て
、
配
信
情
報
、
配
信
エ
リ
ア
を

選
択
し
、
登
録
し
ま
す
。

（
※
30
分
以
内
に
登
録
を
終
了
し

て
く
だ
さ
い
。）

　
　
　
　
　

↓

　

登
録
完
了
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま

す
。
（
完
了
）

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

☎
８
９
３-

１
１
１
３

お
知
ら
せ

災
害
対
応
型
給
油
所
に
つ
い

て
　

町
で
は
、
大
規
模
災
害
時
に
停

電
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
自
家

発
電
装
置
等
に
よ
り
、
緊
急
車
両

及
び
災
害
対
応
車
両
に
対
す
る
、

石
油
製
品
の
安
定
的
な
供
給
の
確

保
を
図
る
た
め
に
、
災
害
対
応
型

給
油
所
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

災
害
対
応
型
給
油
所
は
、
円
滑

な
災
害
復
旧
活
動
を
行
う
た
め
に
、

緊
急
車
両
や
災
害
対
応
車
両
へ
の

優
先
給
油
に
努
め
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
現
在
４
か
所
が
災

害
対
応
型
給
油
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

優
先
給
油
に
対
し
て
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
町
内
災
害
対
応
型
給
油
所
】

・
㈱
Ｊ
Ａ
エ
ナ
ジ
ー
こ
う
ち
下
八

川
給
油
所

　

（
い
の
町
下
八
川
乙
４
４
８-

１
）

・
太
陽
石
油
販
売
㈱
セ
ル
フ
伊
野

給
油
所

　

（
い
の
町
枝
川
３
２
０
５-

１
）

・
㈲
尾
崎
石
油

　

（
い
の
町
神
谷
７
３
８
）

・
田
植
石
油
店

　

（
い
の
町
大
内
８
０
３
）

※
今
年
度
も
災
害
対
応
型
給
油
所

整
備
促
進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

事
業
を
活
用
し
、
災
害
対
応
型

給
油
所
と
し
て
の
機
能
整
備
を
行

う
町
内
に
給
油
所
を
有
す
る
事
業

者
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

☎
８
９
３-

１
１
１
３
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ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

４
月
１
日
か
ら
役
場
の

組
織
が
変
わ
り
ま
す
。

▼
「
債
権
管
理
課
」
の
新
設

　

こ
れ
ま
で
の
町
民
課
の
徴
収
係

を
独
立
さ
せ
、
他
の
所
属
の
主
管

に
属
す
る
公
債
権
と
私
債
権
の
一

部
を
一
元
化
し
、
債
権
管
理
に
係

る
業
務
の
効
率
化
や
生
活
再
建
型

滞
納
整
理
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
債
権
管
理
課
を
新
設
し

ま
す
。

▼
「
債
権
管
理
課
」
の
主
な
業
務

　

町
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
・
幼
稚
園
授
業

料
・
保
育
所
保
育
料
・
校
庭
開
放

児
童
会
育
成
費
・
給
食
費
・
町
営

住
宅
使
用
料
・
下
水
道
受
益
者
負

担
金
の
徴
収

■
連
絡
先

　

本
庁
舎
２
階☎

８
９
３-

１
１
１
８

▼
「
危
機
管
理
室
」
の
新
設

　

地
震
な
ど
大
規
模
災
害
に
備
え

た
防
災
・
減
災
対
策
や
自
主
防
災

活
動
な
ど
地
域
防
災
力
の
向
上
に

一
層
取
り
組
み
、
住
民
の
生
命
に

直
結
す
る
危
機
管
理
体
制
の
強
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
総
務

課
内
に
危
機
管
理
室
を
新
設
し
ま

す
。

▼
「
危
機
管
理
室
」
の
主
な
業
務

　

消
防
・
防
災
・
交
通
安
全
・
自

衛
官
及
び
自
衛
官
候
補
生
の
募

集
・
国
民
保
護

■
連
絡
先

　

本
庁
舎
３
階☎

８
９
３-

１
１
１
３

お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の

縦
覧
に
つ
い
て

　

納
税
者
が
所
有
す
る
土
地
・
家

屋
の
評
価
額
を
、
町
内
の
他
の
土

地
・
家
屋
と
比
較
し
、
適
正
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日（
月
）～

　

５
月
７
日（
火
）

　

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
８
時

30
分
～
17
時
15
分
）

▼
縦
覧
で
き
る
方

　

納
税
者
、
納
税
管
理
人
及
び
代

理
権
を
有
す
る
代
理
人

※
土
地
・
家
屋
を
所
有
し
て
い
て

も
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
縦
覧
資
格
が
あ

り
ま
せ
ん
。
な
お
、
自
己
の
土

地
・
家
屋
の
価
額
と
他
の
土

地
・
家
屋
の
価
額
を
比
較
す
る

目
的
以
外
は
、
縦
覧
で
き
ま
せ

ん
。

▼
縦
覧
場
所

　

町
民
課

　

各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

▼
記
載
事
項

　

土
地
：
所
在
、
地
番
、
地
目
、

地
積
、
価
額

　

家
屋
：
所
在
、
家
屋
番
号
、
種

類
、
構
造
、
床
面
積
、

価
額

▼
縦
覧
手
数
料

　

無
料

▼
縦
覧
に
必
要
な
も
の

　

納
税
通
知
書
又
は
課
税
明
細

書
。
こ
れ
ら
の
書
類
が
な
い
場
合

は
、
印
鑑
（
法
人
の
場
合
は
会
社

印
又
は
代
表
者
印
）
、
運
転
免
許

証
、
保
険
証
な
ど
本
人
を
確
認
で

き
る
も
の
。
な
お
、
代
理
人
の
場

合
は
、
こ
の
ほ
か
に
委
任
状
が
必

要
で
す
。

お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の

閲
覧
に
つ
い
て　

　

納
税
義
務
者
が
所
有
す
る
固
定

資
産
に
つ
い
て
、
課
税
台
帳
に
記

載
さ
れ
た
事
項
を
確
認
で
き
る
制

度
で
す
。

　

納
税
通
知
書
発
送
時
に
同
封
す

る
課
税
明
細
書
に
よ
り
、
ご
自
分

の
資
産
に
対
す
る
課
税
内
容
を
確

認
で
き
ま
す
が
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
閲
覧
や
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
証
明
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
閲
覧
制
度
に
つ
い
て
は
、

借
地
人
・
借
家
人
な
ど
の
賃
借
権

な
ど
を
有
す
る
方
も
対
象
で
す
が
、

借
地
人
な
ど
で
あ
る
方
に
つ
い
て

は
そ
の
賃
借
権
な
ど
を
有
す
る
土

地
に
つ
い
て
、
借
家
人
な
ど
で
あ

る
方
に
つ
い
て
は
そ
の
賃
借
権
な

ど
を
有
す
る
家
屋
及
び
そ
の
敷
地

で
あ
る
土
地
に
つ
い
て
の
み
、
閲

覧
又
は
証
明
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
閲
覧
期
間

　

随
時

　

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
８
時

30
分
～
17
時
15
分
）

▼
閲
覧
で
き
る
方

　

納
税
義
務
者
、
納
税
管
理
人
及

び
代
理
権
を
有
す
る
代
理
人
、
借

地
人
・
借
家
人
な
ど

▼
閲
覧
場
所

　

町
民
課

　

各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

▼
記
載
事
項

　

土
地
：
所
有
者
の
氏
名
、
所
在
、

地
番
、
地
目
、
地
積
、

価
額
な
ど

　

家
屋
：
所
有
者
の
氏
名
、
所
在
、

家
屋
番
号
、
種
類
、
構

造
、
床
面
積
、
価
額
な

ど

▼
閲
覧
手
数
料

　

３
０
０
円

　

（
た
だ
し
、
納
税
義
務
者
に

つ
い
て
は
縦
覧
期
間
中
無
料
で

す
。）

▼
閲
覧
に
必
要
な
も
の

　

納
税
通
知
書
又
は
課
税
明
細
書
。

こ
れ
ら
の
書
類
が
な
い
場
合
は
、

印
鑑
、
運
転
免
許
証
、
保
険
証
な

ど
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
。
な

お
、
代
理
人
の
場
合
は
、
こ
の
ほ

か
に
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
借
地
人
・
借
家
人
な
ど
に
つ
い

て
は
、
別
途
賃
貸
借
契
約
書
・

領
収
書
な
ど
の
書
類
が
必
要
で

す
。

お
知
ら
せ

生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
生

活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
の
固

定
資
産
税
減
免
申
請
に
つ
い
て

　

生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
で

減
免
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
４
月

26
日
（
金
）
ま
で
に
減
免
申
請
書
を

町
民
課
、
各
総
合
支
所
住
民
福
祉

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
先
に
納
税
さ
れ
た
場
合

は
減
免
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

☎
８
９
３-

１
１
１
７

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
９-

２
１
１
２



4月号  広報いの15

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

第
25
回
仁
淀
川
紙
の
こ
い
の

ぼ
り
を
開
催
し
ま
す

▼
期
間　

　

５
月
３
日（
金
・
祝
）

　
　
　

～
５
月
５
日（
日
・
祝
）

▼
場
所　

　

国
道
33
号
仁
淀
川
橋
下

　

（
い
の
町
波
川
河
原
）

▼
日
程

５
月
３
日
（
金
・
祝
）

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　

９
時
～

　

こ
い
流
し　

９
時
30
分
～

　

仁
淀
川
ふ
る
さ
と
市

　
　

10
時
～
16
時

　

川
舟
体
験　

12
時
～
16
時

　

こ
い
の
ぼ
り
探
し
（
宝
探
し
）

　
　

13
時
開
始
～（
小
学
生
ま
で
）

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　

10
時
～
16
時

　

水
切
り
大
会

（
午
前
の
部
）

　

教
室　

10
時
～
10
時
30
分

　

大
会　

10
時
30
分
～
11
時
45
分

（
午
後
の
部
）

　

教
室　

13
時
～
13
時
30
分

　

大
会　

13
時
30
分
～
14
時
50
分

５
月
４
日
（
土
・
祝
）

　

仁
淀
川
ふ
る
さ
と
市

　
　

10
時
～
16
時

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　

10
時
～
16
時

　

川
舟
体
験　

10
時
～
16
時

　

吾
北
清
流
太
鼓　

14
時
～

　

ア
メ
ゴ
釣
り

（
午
前
の
部
）
10
時
～
12
時

（
午
後
の
部
）
12
時
30
分
～

※
ア
メ
ゴ
が
残
っ
て
い
た
場
合
、

ア
メ
ゴ
の
つ
か
み
取
り
を
行
い

ま
す
。

５
月
５
日
（
日
・
祝
）

　

仁
淀
川
ふ
る
さ
と
市

　
　

10
時
～
16
時

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　

10
時
～
15
時

　

川
舟
体
験

　
　

10
時
～
受
付　

15
時
ま
で

　

こ
い
の
ぼ
り
探
し
（
宝
探
し
）

　
　

13
時
開
始
～（
小
学
生
ま
で
）

　

水
中
こ
い
の
ぼ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　

16
時
～

※
こ
い
の
ぼ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
開

始
30
分
前
に
河
原
２
か
所
で
整

理
券
を
配
布
し
ま
す
。

※
内
容
・
時
間
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
主
催

　

仁
淀
川
紙
の
こ
い
の
ぼ
り
実
行

委
員
会

▼
共
催

　

い
の
町
観
光
協
会

■
問
い
合
わ
せ

　

産
業
経
済
課☎

８
９
３-

１
１
１
５

　

い
の
町
観
光
協
会

☎
８
９
３-

１
２
１
１

お
知
ら
せ

農
業
用
ハ
ウ
ス
強
靱
化
緊
急

対
策
事
業
の
ご
案
内
に
つ
い
て

　

近
年
多
発
す
る
台
風
等
の
災
害

に
備
え
る
た
め
、
老
朽
化
な
ど
に

よ
り
十
分
な
耐
候
性
を
備
え
て
お

ら
ず
、
対
策
が
必
要
な
ハ
ウ
ス
へ

の
補
強
資
材
の
導
入
に
対
し
て
、

支
援
を
行
う
事
業
を
新
設
す
る
予

定
で
す
。

※
当
事
業
は
、
国
費
事
業
の
た
め
、

国
の
採
択
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
必
ず
し

も
事
業
実
施
を
保
証
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
募

集
時
期
は
未
定
で
す
。
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

・
施
設
園
芸
を
行
う
農
業
者

・
農
業
者
が
組
織
す
る
団
体

※
以
下
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

・
補
助
事
業
活
用
後
、
10
年
間
の

使
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

・
当
該
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
、
施
設

園
芸
共
済
に
確
実
に
加
入
す
る

こ
と

▼
補
助
率
な
ど

・
既
存
の
ハ
ウ
ス
へ
の
被
害
防
止

対
策
（
補
助
率
１
／
２
以
内
）

▼
対
策
の
例

・
筋
交
い
や
方
丈
に
よ
る
補
強

・
中
柱
に
よ
る
補
強

・
防
風
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
な
ど
の

追
加

※
フ
ィ
ル
ム
の
張
り
替
え
や
老
朽

パ
イ
プ
の
交
換
は
対
象
外
で
す
。

▼
注
意
事
項

・
申
請
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
補

強
等
計
画
書
を
作
成
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

・
事
業
費
を
決
定
す
る
た
め
の
見

積
書
は
２
社
以
上
、
交
付
決
定

後
の
業
者
選
定
に
あ
た
っ
て
は

原
則
３
社
以
上
の
見
積
書
を
準

備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

産
業
経
済
課☎

８
９
３-

１
１
１
５

　

吾
北
総
合
支
所　

産
業
課

　
　
　
　

 

☎
８
６
７-

２
３
１
３

　

本
川
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　
　
　
　

 

☎
８
６
９-

２
１
１
５



広報いの  4月号 16

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

生
ご
み
電
動
処
理
機
購
入
費

補
助
及
び
生
ご
み
処
理
容
器

無
償
貸
付
に
つ
い
て

▼
対
象
者

○
町
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

○
町
内
で
設
置
し
、
維
持
管
理
の

で
き
る
方

○
生
ご
み
電
動
処
理
機
又
は
生
ご

み
処
理
容
器
か
ら
排
出
さ
れ
る

堆
肥
化
物
を
処
理
で
き
る
方

▼
対
象
基
数

・
生
ご
み
電
動
処
理
機

　

１
世
帯
に
つ
き
１
基

・
生
ご
み
処
理
容
器

　

１
世
帯
に
つ
き
２
基

※
過
去
に
支
給
を
受
け
て
い
る
方

は
、
お
お
む
ね
10
年
を
経
過
し
、

破
損
な
ど
に
よ
り
使
用
で
き
な

い
場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
申
請
方
法

　

印
鑑
を
持
参
の
上
、
環
境
課
又

は
各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
生
ご
み
電
動
処
理
機
に
つ
い
て

は
、
必
ず
購
入
前
に
生
ご
み
電

動
処
理
機
指
定
販
売
店
の
見
積

書
を
添
付
し
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
生
ご
み
電
動
処
理
機
の
補
助
額

及
び
購
入
方
法

　

補
助
金
額
は
、
購
入
費
の
半
額

（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）
と

し
、
３
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

　

購
入
は
、
補
助
金
交
付
決
定
後

30
日
以
内
に
、
生
ご
み
電
動
処
理

機
指
定
販
売
店
で
購
入
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
生
ご
み
処
理
容
器
の
種
類

嫌
気
性
生
ご
み
処
理
容
器　

（
密
閉
式
で
屋
内
設
置
可
能
）

《
使
い
方
》

①
目
皿
を
入
れ
、
よ
く
水
切
り
し

た
生
ご
み
を
入
れ
る
。

②
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
を
入
れ
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
で
中
ブ
タ
を
す
る
。

③
空
気
が
入
ら
な
い
よ
う
に
き
っ

ち
り
フ
タ
を
閉
め
る
。

④
下
部
の
コ
ッ
ク
か
ら
液
を
抜
く
。

好
気
性
生
ご
み
処
理
容
器

（
庭
や
畑
な
ど
の
屋
外
に
設
置
）

《
使
い
方
》

①
日
当
た
り
、
水
は
け
、
風
通
し

の
よ
い
場
所
に
10
～
15
㎝
の
穴

を
掘
り
、
処
理
容
器
を
地
中
５

～
６
㎝
位
に
埋
め
る
。

②
水
を
切
っ
た
生
ご
み
や
、
庭
ご

み
な
ど
の
有
機
質
の
ご
み
を
入

れ
、
生
ご
み
発
酵
促
進
防
虫
脱

臭
剤
を
ふ
り
か
け
る
。

③
ご
み
が
20
㎝
ぐ
ら
い
の
厚
さ
に

な
っ
た
ら
、
土
を
２
～
３
㎝
の

厚
さ
に
か
ぶ
せ
る
。

④
②
～
③
の
作
業
を
繰
り
返
し
、

処
理
容
器
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

た
ら
土
を
か
ぶ
せ
て
処
理
容
器

を
引
き
上
げ
る
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課

☎
８
９
３-

１
１
６
０

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
９-

２
１
１
２

お
知
ら
せ

犬
、
猫
の
不
妊
又
は
去
勢

手
術
事
業
補
助
金
の
ご
案
内

　

犬
、
猫
の
不
妊
又
は
去
勢
手
術

費
用
の
一
部
を
、
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
し
ま
す
。
補
助
を
希
望
す

る
方
は
、
手
術
実
施
前
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

補
助
に
関
す
る
要
件
と
、
補
助

金
額
に
関
し
ま
し
て
は
下
記
の
表

の
と
お
り
で
す
。

※
手
術
後
に
申
請
を
さ
れ
て
も
補

助
金
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

申
請
は
必
ず
手
術
実
施
前
に
行

う
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課

☎
８
９
３-

１
１
６
０

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
９-

２
１
１
２

対　象　及　び　要　件 補助金額

犬
○飼い主の方が町内に居住し、住民基本台帳に登録されていること。
○犬の登録が済んでおり、平成31年度の狂犬病予防注射を接種していること。

○オス・メス
関わらず

　一頭につき
一律５千円
を上限とす
る。

猫

○飼い主または飼い主のいない猫を飼養管理されている方で、町内に居住し、住民基
本台帳に登録されていること。

○補助金交付決定後２ヶ月以内又は３月20日のいずれか早い日までに手術が実施でき
ること。

○一世帯につき２頭を限度とする。
○飼い主のいる猫については適正飼養と終生飼養に同意し、飼い主のいない猫につい

ては耳カットなどの手術済みの明示となる措置を施すとともに、適正な飼養管理に
努めること。
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

町
内
で
の
環
境
美
化
活
動
費

を
補
助
し
ま
す　

　

町
で
は
、
自
然
保
護
や
環
境
美

化
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

に
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
や
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、

環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
者

　

町
民
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
る
団
体

▼
対
象
事
業

・
河
川
、
道
路
、
公
園
の
清
掃
や
、

草
刈
等
の
環
境
美
化
活
動

・
植
栽
等
の
環
境
保
全
活
動

▼
補
助
金
の
種
類

○
い
の
町
自
然
保
護
・
環
境
美
化

等
活
動
事
業
費
補
助
金

○
い
の
町
仁
淀
川
水
系
清
流
保
全

対
策
事
業
補
助
金

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課

☎
８
９
３-

１
１
６
０

お
知
ら
せ

「
こ
ど
も
の
日
」
プ
ー
ル

無
料
開
放
に
つ
い
て

　

健
康
増
進
施
設
い
や
っ
し
～
土

佐
で
は
、
日
頃
の
皆
様
の
ご
利
用

に
感
謝
し
て
、
今
年
も
「
こ
ど
も

の
日
」
に
プ
ー
ル
を
無
料
開
放
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

５
月
５
日（
日
）

　

10
時
30
分
～
18
時
30
分

　

（
最
終
入
場
時
間
17
時
45
分
）

▼
対
象
と
な
る
方

・
幼
児
、
小
学
生
、
中
学
生

・
お
子
様
（
幼
児
及
び
小
学
３
年

生
以
下
）
に
付
き
添
い
の
保
護

者
１
名

▼
注
意
事
項

　

当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

小
学
３
年
生
以
下
の
方
は
、
保

護
者
と
同
伴
で
な
け
れ
ば
利
用
で

き
ま
せ
ん
。
な
お
、
保
護
者
１
名

に
対
し
て
２
名
（
小
学
３
年
生
以

下
）
ま
で
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

再
入
場
の
際
は
通
常
の
施
設
利

用
料
が
か
か
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

い
や
っ
し
～
土
佐

☎
８
５
２-

７
６
１
８

お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
特
別
徴
収
（
年
金
か

ら
の
天
引
き
）
に
つ
い
て

　

４
月
・
６
月
・
８
月
の
特
別
徴

収
金
額
は
、
原
則
と
し
て
２
月
の

特
別
徴
収
金
額
と
同
額
を
徴
収
し

ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
税
は
、

現
在
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
方
の

う
ち
平
成
31
年
度
中
に
世
帯
主
が

75
歳
に
な
ら
れ
る
方
は
、
４
月
以

降
は
特
別
徴
収
し
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
通
知
書
は
、
７
月
の
本

算
定
時
に
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
納
付
書
又
は

口
座
振
替
で
納
め
ら
れ
て
い
た
方

で
、
新
た
に
４
月
か
ら
特
別
徴
収

が
開
始
さ
れ
る
方
は
、
４
月
上
旬

ま
で
に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課

☎
８
９
３-

１
１
１
７

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
９-

２
１
１
２

お
知
ら
せ

２
項
道
路
沿
い
に
建
物
を
建

築
す
る
際
の
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク

に
つ
い
て　

　

都
市
計
画
区
域
内
で
建
物
を
建

築
す
る
際
に
は
、
建
築
基
準
法
の

規
定
で
幅
員
が
４
ｍ
以
上
の
道
路

に
接
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

建
築
基
準
法
に
規
定
す
る
道
路

の
う
ち
、
特
定
行
政
庁
が
指
定
し

た
幅
員
が
４
ｍ
未
満
の
道
路
（
法

４
２
条
２
項
道
路
）
に
接
す
る
敷

地
で
建
物
を
建
築
す
る
場
合
、
原

則
と
し
て
道
路
の
中
心
線
か
ら
両

側
に
２
ｍ
ず
つ
後
退
（
セ
ッ
ト

バ
ッ
ク
）
し
た
と
こ
ろ
ま
で
を
道

路
と
み
な
し
、
自
己
所
有
地
で

あ
っ
て
も
後
退
部
分
に
は
建
物
や

門
、
塀
、
柵
な
ど
は
造
れ
ま
せ
ん
。

　

道
路
は
、
人
や
車
の
通
行
だ
け

で
な
く
、
消
防
車
や
救
急
車
と

い
っ
た
緊
急
車
両
の
通
行
や
日
照
、

通
風
、
採
光
な
ど
安
全
・
安
心
で

快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
上

で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
の
で
、
建
築
の
際
に
は
セ
ッ
ト

バ
ッ
ク
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

土
木
課

☎
８
９
３-

１
１
１
６
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お
知
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せ

お
知
ら
せ

い
の
町
福
祉
タ
ク
シ
ー
・

ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
の
社

会
参
加
を
促
進
し
、
活
動
範
囲
を

広
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
福
祉

タ
ク
シ
ー
・
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト

交
付
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
分
の
福
祉
タ
ク

シ
ー
・
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
は
４

月
１
日
（
月
）
か
ら
交
付
し
ま
す
の

で
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
。
）
、

対
象
に
な
る
方
は
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。

▼
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
在
宅
で
生
活

を
す
る
方

⑴
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
お
り
、

　

①
視
覚
障
害
及
び
下
肢
障
害
も

し
く
は
体
幹
障
害
の
障
害
等

級
が
１
級
か
ら
３
級
の
方

　

②
上
肢
障
害
及
び
内
部
障
害
の

障
害
等
級
が
１
級
の
方

※
複
数
障
害
が
あ
る
場
合
は
個
別

の
等
級
で
確
認
し
ま
す
。

⑵
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
お

り
、
障
害
の
程
度
が
Ａ
１
、
Ａ

２
の
方

⑶
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
お
り
、
障
害
の

程
度
が
１
級
の
方

▼
金
額
と
枚
数

　

年
間
１
５
，
０
０
０
円

　

（
１
枚
５
０
０
円　

計
30
枚
）

※
ま
た
、
年
度
途
中
で
新
た
に
当

制
度
の
対
象
と
な
っ
た
方
に
つ

い
て
は
、
対
象
と
な
っ
た
月
に

応
じ
て
次
の
枚
数
を
交
付
し
ま

す
。

　

◇
４
～
６
月
／
30
枚

　

（
１
５
，
０
０
０
円
）

　

◇
７
～
９
月
／
24
枚

　

（
１
２
，
０
０
０
円
）

　

◇
10
～
12
月
／
18
枚

　

（
９
，
０
０
０
円
）

　

◇
１
～
３
月
／
12
枚

　

（
６
，
０
０
０
円
）

▼
交
付
場
所

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　

（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

　

各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　

町
民
課

　

各
出
張
所

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

該
当
す
る
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

▼
注
意
事
項

・
交
付
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
タ

ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
か
ガ
ソ
リ
ン

チ
ケ
ッ
ト
の
ど
ち
ら
か
一
方
で

す
。

・
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
は
、
本
人

名
義
及
び
同
一
生
計
者
名
義
の

自
家
用
自
動
車
な
ど
を
介
護
者

が
当
該
対
象
者
の
移
動
手
段
と

し
て
使
用
す
る
場
合
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

・
チ
ケ
ッ
ト
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

再
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
な

く
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

・
在
宅
の
方
の
み
対
象
で
す
。

　

（
施
設
に
入
所
し
て
い
る
、
病

院
に
入
院
し
て
い
る
な
ど
の
場

合
は
対
象
外
）

■
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　

（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

☎
０
８
８-

８
９
３-

３
８
１
０

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
０
８
８-

８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
０
８
８-

８
６
９-

２
１
１
４

お
知
ら
せ

在
宅
介
護
者
へ
の
支
援
に
つ

い
て

　

町
で
は
、
在
宅
（
住
民
票
が
町

内
に
あ
り
、
そ
の
住
所
に
居
住
し

て
い
る
）
で
高
齢
者
な
ど
を
介
護

し
て
い
る
方
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

▼
紙
オ
ム
ツ
チ
ケ
ッ
ト
の
支
給

　

対
象
者
／
介
護
保
険
法
の
規
定

に
基
づ
く
要
介
護
認
定
に
お
い
て

要
介
護
２
以
上
で
在
宅
生
活
を
３

か
月
以
上
継
続
し
て
お
り
、
常
時

紙
オ
ム
ツ
を
必
要
と
し
て
い
る
方

▼
家
族
介
護
支
援
金
の
支
給

　

対
象
者
／
介
護
保
険
法
の
規
定

に
基
づ
く
要
介
護
認
定
に
お
い
て

要
介
護
２
以
上
で
、
在
宅
生
活
を

３
か
月
以
上
継
続
し
て
い
る
高
齢

者
な
ど
を
常
時
介
護
し
て
い
る
方

（
町
に
納
付
す
べ
き
債
務
を
滞
納

し
て
い
な
い
方
）

　

支
給
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　

（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

☎
８
９
３-

３
８
１
０

お
知
ら
せ

森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出

制
度
に
つ
い
て　

▼
届
出
対
象
者

　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
平
成

24
年
４
月
１
日
以
降
に
売
買
や
相

続
な
ど
で
森
林
の
土
地
を
新
た
に

取
得
し
た
方
は
、
面
積
に
か
か
わ

ら
ず
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
平
成
24
年
3
月
31

日
以
前
に
森
林
の
土
地
を
取
得
し

た
方
で
も
、
平
成
24
年
４
月
１
日

以
降
に
遺
産
分
割
協
議
が
成
立
し

た
場
合
に
は
届
出
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基

づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届
出
を
し

て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

▼
届
出
期
間
及
び
届
出
先

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か

ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地

の
あ
る
市
町
村
長
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
届
出
事
項

　

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前
所

有
者
の
住
所
・
氏
名
、
所
有
者
と

な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移
転
の

原
因
、
土
地
の
所
在
場
所
・
面
積

と
と
も
に
、
土
地
の
用
途
な
ど
を

記
載
し
ま
す
。
添
付
書
類
と
し
て
、

登
記
事
項
証
明
書
又
は
土
地
売
買

契
約
書
な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ

と
が
分
か
る
書
類
の
写
し
、
土
地

の
位
置
を
示
す
図
面
が
必
要
で
す
。

　

所
定
の
届
出
様
式
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

森
林
政
策
課
（
吾
北
庁
舎
内
）

☎
８
６
７-

２
３
２
２

　

産
業
経
済
課☎

８
９
３-

１
１
１
５

　

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

☎
８
６
９-

２
１
１
５
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せ

お
知
ら
せ

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と

き
に
は
届
出
が
必
要
で
す

▼
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届

出
制
度
と
は

　

森
林
は
、
林
産
物
の
供
給
、
水

源
の
涵
養
、
山
地
災
害
の
防
止
な

ど
の
多
面
的
な
機
能
が
あ
り
、
私

た
ち
の
生
活
に
た
く
さ
ん
の
恩
恵

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
森
林
の
持
っ
て
い
る
多

面
的
な
機
能
を
高
度
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
の
適
正
な
森
林
施
業
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
森
林
の
伐
採

及
び
伐
採
後
の
造
林
が
、
市
町
村

森
林
整
備
計
画
に
適
合
し
て
適
切

に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

た
め
に
、
森
林
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
事
前
に
届
出
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

▼
対
象
と
な
る
森
林

　

保
安
林
な
ど
を
除
く
民
有
林

　

（
地
域
森
林
計
画
の
対
象
森
林
）

　

保
安
林
に
つ
い
て
は
、
県
へ
の

伐
採
許
可
申
請
な
ど
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

▼
手
続
き
方
法

１
．
届
出
対
象
者

　

森
林
所
有
者
や
立
木
を
買
い
受

け
た
方
な
ど
、
立
木
の
伐
採
に
つ

い
て
権
原
を
有
す
る
方
と
な
り
ま

す
。

　

①
自
分
で
、
あ
る
い
は
請
負
に

よ
っ
て
伐
採
す
る
場
合
は
、

森
林
所
有
者

　

②
伐
採
業
者
な
ど
が
森
林
所
有

者
か
ら
立
木
を
買
い
受
け
て

伐
採
す
る
場
合
は
、
森
林
所

有
者
と
買
い
受
け
人
の
連
名

２
．
届
出
期
間
な
ど

　

伐
採
を
始
め
る
90
日
か
ら
30
日

前
ま
で
に
伐
採
す
る
森
林
が
あ
る

市
町
村
長
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
皆
伐
を
行
っ
た
場
合
は
、

伐
採
後
の
造
林
が
終
わ
っ
た
日
、

あ
る
い
は
伐
採
が
終
わ
っ
た
日
か

ら
30
日
以
内
に
、
森
林
の
状
況
報

告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

所
定
の
届
出
様
式
が
あ
り
ま
す

の
で
、
い
の
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た

だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
先
で
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

森
林
政
策
課
（
吾
北
庁
舎
内
）

☎
８
６
７-

２
３
２
２

　

産
業
経
済
課☎

８
９
３-

１
１
１
５

　

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

☎
８
６
９-

２
１
１
５

お
知
ら
せ

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

　

子
ど
も
さ
ん
た
ち
が
安
心
し
て

教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
経
済

的
な
理
由
で
お
困
り
の
方
の
た
め

に
、
学
用
品
費
・
給
食
費
な
ど
を

公
費
で
援
助
す
る
制
度
で
す
。
ご

希
望
の
方
は
、
認
定
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法
に
つ
い
て

・
町
立
小
中
学
校
に
在
籍
す
る
場

合
は
、
学
校
か
ら
申
請
の
案
内

が
あ
り
ま
す
の
で
、
学
校
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
町
内
に
居
住
し
、
町
立
学
校
以

外
の
小
中
学
校
（
私
立
学
校
等
）

に
在
籍
す
る
場
合
は
、
教
育
委

員
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
８
９
３-

１
９
２
２

お
知
ら
せ

伊
野
中
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部　

県
中
学
校
新
人
戦
準
優
勝

　

12
月
に
開
催
さ
れ
た
県
中
学
校

新
人
戦
に
２
年
生
４
人
、
１
年
生

１
人
の
誰
一
人
と
し
て
欠
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
状
態
で
、
11
月
開

催
の
高
吾
・
幡
多
地
区
大
会
を
初

優
勝
と
い
う
結
果
で
地
区
予
選
を

勝
ち
上
が
り
、
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
質
の
高
い

プ
レ
ー
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま

す
の
で
、
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

新
学
期
に
は
新
入
生
が
入
部
し

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
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院長　高岡和子

医師　高岡誠人（日本呼吸器学会 専門医）

禁煙治療も行っています

日曜、祝日、木曜と土曜の午後休診

診 察 医 師

診療時間 月 火 水 木 金 土

○ ○ ☆ ☆ ○ ○

○ ○ ○ ○

午前

9:00～12:30

午後

2:00～6:00

○高岡誠人、高岡和子
☆高岡和子

高岡内科（医）慶誠会

☎ 088-892-0296

内科・呼吸器内科

お
知
ら
せ

平
成
31
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
の
ご
案
内

　

４
名
以
上
の
団
体
で
加
入
が
で

き
ま
す
。
加
入
申
込
書
は
教
育
委

員
会
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
加
入
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
保
険

の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
期
間

　

２
０
１
９
年
４
月
１
日
～

　

２
０
２
０
年
３
月
31
日

▼
加
入
で
き
る
団
体

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
活
動

を
行
う
団
体

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
８
９
３-

１
９
２
２

　

公
共
財
団
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

　

高
知
県
支
部☎

８
２
０-

１
７
５
５

h
ttp

：//w
w

w
.sp

ortsan
zen

.org

お
知
ら
せ

平
成
31
年
度
銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査
会
実
施

　

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第

14
条
及
び
銃
砲
刀
剣
類
登
録
規
則

に
基
づ
く
標
記
審
査
会
を
次
の
日

程
で
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時　

毎
月
第
２
火
曜
日　

　

13
時
30
分
～
16
時
00
分

　

（
受
付
は
15
時
30
分
）
ま
で

▼
場
所　

高
知
県
庁
西
庁
舎
３
階

会
議
室

　

（
高
知
市
丸
ノ
内
１-

７-

52
）

※
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
あ
り

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課

　

銃
砲
刀
剣
類
担
当

☎
８
２
１-

４
７
６
１

お
知
ら
せ

無
料
法
律
相
談
会
の

開
催
に
つ
い
て

　

５
月
１
日
か
ら
始
ま
る
憲
法
週

間
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
左
記

の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
会
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日

　

５
月
８
日（
水
）

　

（
受
付
）
12
時
30
分
～
15
時

　

（
相
談
）
13
時
～
17
時

▼
場
所　

高
知
共
済
会
館

　

C
O

M
M

U
IN

IT
Y

 SQ
U

A
R

E 

３
階

　

高
知
市
本
町
５-

３-

２
０

▼
共
催
機
関

　

高
知
弁
護
士
会
、
高
知
地
方
検

察
庁
、
高
知
地
方
法
務
局
、
高
知

地
方
・
家
庭
裁
判
所

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務

局
総
務
課
庶
務
係

☎
０
８
８-

８
２
２-

０
５
７
６

お
知
ら
せ

「
い
の
町
地
域
づ
く
り
推
進

事
業
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

町
の
地
域
資
源
を
活
か
し
、
独

創
的
、
個
性
的
な
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
事
業
を
実
施
す

る
町
内
の
団
体
に
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
団
体　
　
　

　

町
民
又
は
町
内
に
居
住
す
る
者

が
主
体
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

る
団
体

▼
補
助
対
象
事
業

⑴
人
材
育
成
の
た
め
の
事
業

⑵
伝
統
・
文
化
継
承
の
た
め
の
事
業

⑶
地
場
産
業
育
成
の
た
め
の
事
業

⑷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
の
た
め
の

事
業

⑸
そ
の
他
、
地
域
づ
く
り
に
関
し
町

長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
事
業

▼
補
助
対
象
経
費

　

事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費

※
団
体
の
構
成
員
に
対
す
る
人
件

費
、
謝
金
及
び
飲
食
に
係
る
経

費
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
事
業
承
認
申
請

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
は
、
事
業
承
認
申
請
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。
事
業
内
容

を
選
考
委
員
会
で
審
査
し
、
承
認

事
業
を
決
定
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

４
月
１
日（
月
）～

　

４
月
19
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課☎

８
９
３-

１
１
１
２

お
知
ら
せ

「
い
の
町
地
域
支
援
補
助
金

事
業
」
を
募
集
し
ま
す
。　

　

地
域
の
魅
力
づ
く
り
等
の
事
業

を
実
施
す
る
町
内
に
お
け
る
単
独

又
は
複
数
の
行
政
地
区
に
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
団
体　
　
　

　

町
内
に
お
け
る
単
独
又
は
複
数

の
行
政
地
区

▼
補
助
対
象
事
業

　

地
域
の
魅
力
づ
く
り
や
情
報
発

信
に
関
す
る
事
業

▼
補
助
対
象
経
費

　

事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費

※
団
体
の
構
成
員
に
対
す
る
人
件

費
、
謝
金
及
び
飲
食
に
係
る
経

費
、
そ
の
他
町
長
が
不
適
当
と

認
め
る
経
費
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

▼
募
集
期
間

　

４
月
１
日（
月
）～

　

12
月
27
日（
金
）

※
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
は
、
総
合
政
策
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課☎

８
９
３-

１
１
１
２
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お
知
ら
せ

国
民
年
金
だ
よ
り

　

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保

険
料
免
除
制
度
が
始
ま
り
ま
す
！

　

4
月
１
日
か
ら
「
国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
」が
出
産
し
た
際
に

は
、
出
産
前
後
の
一
定
期
間
の
国

民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
が
認
め
ら
れ
た
期
間
に
つ

い
て
は
、
将
来
被
保
険
者
の
年
金

額
を
計
算
す
る
際
に
保
険
料
を
納

め
た
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

▼
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ

る
期
間

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
、
出
産
日

が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月

間
に
つ
い
て
国
民
年
金
保
険
料
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
出

産
予
定
日
ま
た
は
、
出
産
日
が
属

す
る
月
の
3
か
月
前
か
ら
6
か
月

間
に
つ
い
て
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
出
産
と
は
、妊
娠
85
日（
4
か
月
）

以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。（
死

産
、
流
産
、
早
産
さ
れ
た
方
を
含

み
ま
す
。）

▼
対
象
と
な
る
方

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で

出
産
日
が
平
成
31
年
2
月
１
日
以

降
の
方

　

施
行
日
が
平
成
31
年
4
月
1
日

の
た
め
、4
月
分
以
降
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
申
請
に
つ
い
て

　

必
要
書
類
を
整
え
、
町
の
国
民

年
金
担
当
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
届
出
時
期

　

4
月
1
日
以
降
で
あ
れ
ば
、
受

付
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

出
産
予
定
日
の
6
か
月
前
か
ら

届
出
が
可
能
で
す
。

◎
必
要
書
類

　

免
除
申
請
書
（
年
金
事
務
所
ま

た
は
、
町
の
国
民
年
金
窓
口
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
）

　

出
産
前
に
申
請
の
場
合
、
出
産

予
定
日
が
わ
か
る
書
類
（
母
子
手

帳
な
ど
）

　

印
鑑

※
出
生
の
届
け
出
後
に
申
請
さ
れ

る
方
は
、
特
に
出
産
日
の
わ
か

る
書
類
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

被
保
険
者
と
子
が
別
世
帯
の
場

合
は
、
出
産
日
及
び
親
子
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
書
類
が
必
要

で
す
。
（
出
生
証
明
書
等
）

　

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
所
在

不
明
に
な
っ
た
と
き
は
お
届
け
が

必
要
で
す

▼
1
月
以
上
所
在
不
明
に
な
っ
た

と
き

◆
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
所
在

が
1
月
以
上
明
ら
か
で
な
い
と

き
は
、
そ
の
世
帯
の
世
帯
員
の

方
は
所
在
不
明
に
つ
い
て
の
届

出
を
速
や
か
に
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
提
出
先
は
お
近
く
の

年
金
事
務
所
で
す
。

◆
お
届
け
い
た
だ
い
た
後
、
受
給

権
者
ご
本
人
の
健
在
を
確
認
し
、

所
在
が
不
明
な
場
合
は
、
年
金

の
支
払
い
が
一
時
止
ま
り
ま
す
。

◆
年
金
の
支
払
い
が
止
ま
っ
て
い

る
方
の
所
在
が
明
ら
か
に
な
っ

た
と
き
は
、
年
金
の
お
受
け
取

り
を
再
開
す
る
た
め
の
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
お
近
く

の
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
西
年
金
事
務
所

☎
８
７
５-

１
７
１
７

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

出産

出産

出産

出産

 
平成31年

２月中出産の場合…１か月免除

３月中出産の場合…２か月免除

４月中出産の場合…３か月免除

５月中出産の場合…４か月免除

国民年金保険料の産前産後期間の免除について

免除制度の開始

出産日または出産予定日の前月から４か月が免除対象

（６月以降出産の場合は4か月免除）

№
訓練

コース名
実施機関名

（訓練実施施設名）
定員

訓練
期間

入所日
終了日

募集期間
（説明会日時）

選考日
選考結果発送
（通知）日

1
ビューティ

アロマ・メディカル
ハーブ科

㈱プレマ
（アロマテラピースクール
バース高知本校）

15 3か月

５月15日（水）

～

８月14日（水）

３月20日（水）～４月 ９日（火）

４月22日
（月）

４月25日
（木）

追加
募集

４月10日（水）～４月16日（火）

【説明会】随時

2

利用者目線の
スキルアップ

介護職員
初任者研修科

日本eLife株式会社
（みずほ介護スクール）

15 3か月

６月11日（火）

～

９月10日（火）

４月17日（水）～５月14日（火）

５月27日
（月）

５月30日
（木）

追加
募集

５月15日（水）～５月21日（火）

【説明会】随時

▪就職への第一歩！職業訓練生募集

　就職をお考えの方のために、３か月の職業訓練コースを開講します。受講料は無料（テキスト代等は別途必要）。

　訓練期間中から修了後にわたって、ハローワークと各訓練施設が積極的に就職支援を行います。受講申し込

みは、住所を所管するハローワークへお願いいたします。５月以降に募集が始まる訓練のお問い合わせは、ポ

リテクセンター高知（☎ 088-833-1324）までお願いいたします。

2019年４月募集　求職者支援訓練一覧
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ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

ス
ズ
メ
バ
チ
に

　
　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

私
た
ち
が
身
の
回
り
で
見
か
け

る
ハ
チ
は
、
農
作
物
の
害
虫
を
捕

ま
え
た
り
、
植
物
の
花
粉
媒
介
や

は
ち
み
つ
を
作
っ
た
り
と
、
人
の

生
活
や
自
然
界
の
バ
ラ
ン
ス
を
保

つ
う
え
で
重
要
な
働
き
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
ハ
チ
は
好
ん
で

人
を
刺
す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ス
ズ
メ
バ
チ
は
攻
撃
性

が
強
く
、
注
意
が
必
要
で
す
。

【
刺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
】

・
落
ち
着
い
て
、
そ
の
場
（
巣
の

近
く
）
か
ら
静
か
に
離
れ
る
。

・
刺
さ
れ
た
傷
口
周
囲
を
圧
迫
し
、

毒
液
を
絞
り
出
す
よ
う
に
し
て

流
水
で
よ
く
洗
い
流
し
、
氷
ま

た
は
冷
水
で
冷
や
す
。

・
患
部
に
は
、
虫
刺
さ
れ
薬
（
抗

ヒ
ス
タ
ミ
ン
軟
膏
）
を
塗
る
。

・
で
き
る
だ
け
早
く
医
療
機
関
で

受
診
す
る
。

【
巣
の
撤
去
】

　

町
で
は
、
個
人
の
土
地
や
建
物

に
で
き
た
巣
の
撤
去
や
撤
去
費
用

の
助
成
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ハ
チ
の
駆
除
や
巣
の
撤
去
は
、

土
地
・
建
物
の
所
有
者
や
管
理
者

で
責
任
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

巣
の
撤
去
作
業
は
非
常
に
危
険
を

伴
い
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
専
門

の
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
費
用
に
は
差
が
あ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
複
数
の
業

者
か
ら
見
積
も
り
を
取
り
、
申
し

込
む
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

【
ハ
チ
ト
ラ
ッ
プ
と
は
？
】

　

春
（
３
～
５
月
）
の
涼
し
い
時

期
に
、
冬
眠
か
ら
目
覚
め
た
女
王

バ
チ
が
１
匹
で
巣
作
り
の
た
め
庭

木
や
植
栽
に
飛
来
し
ま
す
。
こ
の

時
期
に
ハ
チ
ト
ラ
ッ
プ
を
設
置
し
、

女
王
バ
チ
を
捕
獲
す
る
こ
と
に
よ

り
家
の
周
り
に
巣
を
作
ら
せ
な
い

効
果
が
期
待
で
き
る
仕
掛
け
で
す
。

【
ハ
チ
ト
ラ
ッ
プ
の
作
り
方
】

〇
材
料

・
２
ℓ
ま
た
は
1.5
ℓ
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル

・
酒
３
０
０
ⅿ
ℓ
・
酢
１
０
０
ⅿ

ℓ
・
砂
糖
１
２
５ℊ

・
ひ
も

〇
手
順

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
カ
ッ
タ
ー
で

ハ
チ
の
入
り
口
と
な
る
穴
（
図
参

照
）
を
２
～
４
か
所
作
る
。
次
に

②
を
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
誘
引
剤
を

作
り
、
容
器
に
入
れ
る
。
最
後
に

ひ
も
を
付
け
、
木
の
枝
等
に
引
っ

か
け
る
。

〇
設
置
の
注
意

・
ハ
チ
が
活
動
し
な
い
夜
間
か
早

朝
に
設
置
。

・
日
陰
で
、
子
ど
も
の
手
に
届
か

な
い
高
さ
に
設
置
。

・
普
段
か
ら
人
が
通
行
・
作
業
し

て
い
る
場
所
を
避
け
設
置
。

・
気
温
の
高
く
な
る
６
月
以
降
は
、

女
王
バ
チ
の
代
わ
り
に
働
き
バ

チ
が
飛
ん
で
く
る
よ
う
に
な
り
、

逆
に
ス
ズ
メ
バ
チ
を
お
び
き
寄

せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
設
置
し

な
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課

☎
８
９
３-

１
１
６
０

お
知
ら
せ

粗
大
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

　

４
月
は
伊
野
地
区
の
粗
大
ご
み

収
集
月
で
す
。
各
戸
に
配
布
し
て

い
る
、
平
成
31
年
度
ご
み
収
集
日

程
表
で
収
集
日
を
確
認
の
う
え
、

収
集
日
当
日
の
８
時
ま
で
に
地
区

の
指
定
す
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
大
き

さ
の
ご
み
を
粗
大
ご
み
と
し
て

収
集
し
ま
す
。
指
定
ご
み
袋
に

入
る
大
き
さ
の
ご
み
は
必
ず
分

別
し
て
、
可
燃
、
不
燃
、
資
源

の
各
指
定
収
集
日
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課

☎
８
９
３-

１
１
６
０

お
知
ら
せ

古
い
消
火
器
は
危
険
で
す　

　

古
く
な
っ
た
消
火
器
は
、
い
ざ

と
い
う
時
に
使
え
な
か
っ
た
り
、

そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
る
と
、
事

故
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

使
用
期
限
の
過
ぎ
た
消
火
器
を
安

全
に
回
収
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

た
め
、
消
火
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
メ
ー
カ
ー
団

体
が
引
き
取
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
し

ま
す
。
ご
質
問
な
ど
は
、
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

〇
リ
サ
イ
ク
ル
費
用
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

〇
引
取
対
象
外
の
消
火
器

・
日
本
消
火
器
工
業
会
会
員
メ
ー

カ
ー
以
外
の
製
品

・
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
消
火
具
（
ス
プ

レ
ー
式
）

・
外
国
製
品

※
お
近
く
の
回
収
窓
口
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.ferp
c.jp

）

で
検
索
で
き
ま
す
。

※
ゆ
う
パ
ッ
ク
で
の
郵
送
に
よ
る

回
収
も
行
っ
て
い
ま
す
。
（
ゆ

う
パ
ッ
ク
に
よ
る
回
収
は
、
電

話
で
の
事
前
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
費
用
は
、
全
国
一
律
２
，

２
０
０
円
（
税
抜
）
で
行
っ
て

い
ま
す
。
法
人
の
方
は
ご
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
ゆ
う
パ
ッ
ク
専

用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２

０-

８
２
２-

３
０
６
）

※
消
火
器
は
処
理
が
困
難
な
た
め
、

町
で
は
家
庭
ご
み
と
し
て
収
集

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

㈱
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ

ン
タ
ー　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
３-

５
８
２
９-

１
１
６
０

　

受
付
時
間　

９
時
～
17
時

※
た
だ
し
、
土
日
祝
日
、
休
日
及

び
12
時
～
13
時
を
除
く
。

消化器リサイクル窓口検索

ＱＲコード
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長

沢

小

学

校 

◆ 

「
ふ
れ
あ
い
自
然
教
室
」

　

夏
の
吉
野
川
流
域
で
の
体
験
活
動
に
加

え
て
、
昨
年
度
か
ら
冬
の
「
ス
キ
ー
教

室
」
を
始
め
ま
し
た
。
今
年
も
１
月
25
日

に
、
車
で
１
時
間
半
ほ
ど
の
所
に
あ
る
石

鎚
ス
キ
ー
場
へ
出
か
け
ま
し
た
。
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
に
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
着
い
た
ゲ

レ
ン
デ
は
、
平
日
な
の
で
貸
切
状
態
で
し

た
。

　

２
回
目
の
子
ど
も
た
ち
は
、
さ
っ
そ
く

リ
フ
ト
を
使
っ
て
緩
斜
面
を
滑
り
始
め
ま

し
た
。
ス
キ
ー
が
初
め
て
の
１
年
生
と
転

入
生
は
、
教
頭
先
生
の
手
ほ
ど
き
を
受
け

て
か
ら
滑
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
上

達
の
早
さ
に
は
、
本
当
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

真
っ
青
な
空
と
真
っ
白
な
雪
を
、
十
分
満

喫
し
て
き
ま
し
た
。

◆ 

「
大
川
小
学
校
へ
」

　

大
川
小
学
校
と
の
交
流
学
習
が
復
活
し

て
２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
夏
に
は
大
雨

の
た
め
、
長
沢
小
学
校
へ
来
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１
月
に
は
、

こ
ち
ら
か
ら
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

大
川
小
学
校
も
児
童
数
は
ち
ょ
う
ど
12

名
、
長
沢
小
学
校
が
加
わ
っ
て
倍
の
数
に

な
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

室
に
分
か
れ
て
、
算
数
や
国
語
、
図
工
に

取
組
み
ま
し
た
。
４
時
間
目
は
全
校
合

同
体
育
で
、
思
い
切
り
体
を
動
か
し
て
交

流
で
き
ま
し
た
。
お
腹
も
す
い
た
と
こ
ろ

で
、
お
い
し
い
大
川
牛
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

を
た
っ
ぷ
り
頂
い
て
、
お
昼
休
み
も
仲
良

く
学
校
対
抗
の
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
を
楽
し
ん
だ

子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

吾

北

中

学

校 

◆ 

吾
北
中
・
吾
北
分
校
・
吾
北
地
域

合
同
防
災
訓
練

　

11
月
21
日
に
、
合
同
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
模
擬
避
難
所
開

設
訓
練
を
メ
イ
ン
に
、
炊
き
出
し
訓
練
や

応
急
手
当
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
避
難
所

開
設
で
は
、
各
班
に
分
か
れ
て
受
付
や
運

営
、
簡
易
ベ
ッ
ト
の
設
営
、
非
常
食
等
の

資
材
の
管
理
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
初
め

て
の
取
組
で
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
後
に
つ
な
が
る
貴
重
な
訓
練
に
な

り
ま
し
た
。

◆ 

小
学
生
1
日
体
験
入
学

　

２
月
８
日
終
日
日
程
で
、
吾
北
小
学
校

の
６
年
生
12
名
が
学
級
担
任
の
先
生
と
一

緒
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
開
会
行
事
で
は
、

中
学
生
全
員
で
お
迎
え
を
し
、
生
徒
会
長

が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
学
校
の
校
時
に
合
わ
せ
て
、

給
食
や
掃
除
も
中
学
生
と
い
っ
し
ょ
に
行

い
、
中
学
校
１
年
生
と
英
語
の
合
同
授
業

を
受
け
る
な
ど
、
４
月
か
ら
の
中
学
校
生

活
に
少
し
で
も
慣
れ
る
た
め
の
体
験
を
し

ま
し
た
。
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院長　森 木  光 司

吾川郡いの町3674 TEL（088）893‐0014

医療法人
光生会 森 木 病 院

内　科

外　科

小児科

循環器内科

消化器内科

人工透析

リハビリテーション科

「
当
季
雑
詠
」

 

刈
谷　

志
津 

選

特
選

咲
き
分
け
の
梅
の
盆
栽
父
母
遠
し

 

植
田　

紀
子

（
評
）「
咲
き
分
け
」
と
は
一
株
に
幾
つ
か
の
色
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
で
、
種
々

の
カ
ラ
ー
を
楽
し
め
て
味
わ
い
深
い
。
揚
句
は
梅
の
木
の
盆
栽
で
、
盆
栽
は
陶
磁

器
等
の
鉢
に
植
え
、
樹
姿
を
整
え
て
自
然
の
風
雅
な
趣
を
鑑
賞
す
る
も
の
で
あ
り
、

美
事
な
盆
栽
と
し
て
仕
上
げ
る
に
は
、
か
な
り
の
日
数
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
盆
栽
は
、
作
者
の
お
父
様
が
趣
味
の
一
つ
と
し
て
作
ら
れ
、
最
愛
の
娘
に
送
っ

た
も
の
で
、「
父
母
遠
し
」
の
措
辞
に
よ
り
、
頂
い
た
作
者
が
、
何
時
も
お
父
様
の

そ
ば
に
寄
り
添
っ
て
お
ら
れ
た
お
母
様
、
今
は
亡
き
ご
両
親
の
在
り
し
日
を
梅
の

花
に
重
ね
て
感
慨
無
量
。
温
か
い
親
子
の
物
語
を
一
句
に
収
め
た
。

目
が
ね
屋
を
出
れ
ば
何
時
し
か
春
の
空

 
川
村　

博
子

（
評
）
人
は
年
を
重
ね
る
と
、
視
力
の
衰
え
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。
ち
な
み
に

八
十
才
を
過
ぎ
る
と
、
一
〇
〇
％
の
人
が
白
内
障
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。「
目

が
ね
屋
を
出
れ
ば
」
の
措
辞
に
よ
り
、
作
者
も
視
力
の
減
退
を
感
じ
た
で
あ
ろ
う
。

目
が
ね
屋
に
行
き
、
適
度
な
目
が
ね
を
選
ん
で
も
ら
い
、
早
速
掛
け
て
店
を
出
て

歩
い
て
い
る
と
「
何
時
し
か
春
の
空
」
最
初
は
違
和
感
を
覚
え
た
が
、
歩
い
て
い

る
う
ち
に
何
時
の
間
に
か
馴
染
み
、
見
上
げ
た
空
は
明
る
く
、
う
ら
ら
か
な
春
の

空
で
あ
っ
た
。
や
は
り
目
が
ね
を
掛
け
て
良
か
っ
た
。
ま
る
で
別
世
界
、
気
分
も

ル
ン
ル
ン
、
目
が
ね
の
明
る
さ
を
比
喩
で
春
の
空
と
表
現
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巧
み
な
取
り
合
わ
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に
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情
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感
じ
る
。

春
浅
き
浜
辺
に
五
色
石
拾
ふ

 

村
田
佐
代
湖

（
評
）「
春
浅
き
」
は
二
月
に
な
り
、
立
春
を
迎
え
た
と
は
い
え
、
ま
だ
春
色
が
十

分
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見
え
な
い
頃
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季
で
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春
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春
と
も
言
う
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「
春
浅
き
」
特
に
「
浅
き
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に
は
近
代
的
で
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々
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述
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い
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春
浅

き
」
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ん
だ
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詩
的
感
覚
が
光
る
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浜
辺
に
五
色
石
拾
ふ
」
の
措
辞
よ
り
、

五
色
石
の
浜
辺
と
は
、
風
光
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媚
で
全
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そ
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名
を
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名
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桂
浜
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あ
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太
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せ
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いの町体育会カヌー部からのお知らせ 初心者カヌー教室を開催します！

▼ 日　　　時：５月12日（日）、26日（日）　９：30～15：30

▼ 場　　　所：土佐和紙工芸村くらうど　第二駐車場　　受付：９：00～

▼ 参 加 資 格：18歳以上の健康な男女（２日とも参加できる方）

▼ 参　加　費：３,０００円（１名）教室初日に集めます。

▼ 申 込 方 法：５月９日（木）までに、いの町役場教育委員会事務局にて受付をしてください。

　　　　　　　申込書をいのカヌークラブ掲示板よりダウンロードし、ご記入の上、当日お持ちください。

■問い合わせ：教育委員会事務局　☎ ０８８-８９３-１９２２　　　　　　　

　　　　　　　いのカヌークラブＢＢＳ・いのカヌークラブ　で検索

✿MOMO WAVE

かみのひなまつり会場が桃色に染まり、記念の

フォトスポットがありました。

紙で作られた衣装を着た子どもたちはとても

かわいかったです♥

✿紙吹雪プール　　　＠ギャラリー・コパ

紙吹雪のプールが出現！子どもたちが夢中になって

紙を投げたり、埋もれたりして遊んでいました。

実はおとなも楽しんでいました♥

✿子ども雛パレード

紙の衣装をまとった子ども雛と七福神が吾北清流太鼓の

音に合わせて「大国さま」から、「いの町商店街」を通り、

「いの町役場」までパレードをしました。

福をもらえた気持ちです♥

✿和紙飛行機コンテスト（3/2（土））

自分で漉いた和紙で紙飛行機を作成し、飛距離を競う

「和紙飛行機コンテスト」に参加しました。

事前に紙漉きや折り方の研究を重ね今回のコンテストに

参加しましたが、結果は優勝には届かず、

2位でした（*^_^*）赤牛（景品）食べたかったなぁ…

いの町公式インスタグラム
フォローよろしくお願いします♪

情報発信PT　かみのひなまつり潜入！！情報発信PT　かみのひなまつり潜入！！
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◎ 伊野南応援団が文部科学大臣表彰を受けました

　長年にわたる伊野南小中学校と地域の取り組みが認められ、この度文部科学大臣表彰を受けました。
　従前より地域と学校の協働活動を続けていましたが、平成25年に小学校、平成27年からは小中学校合同の学校運
営協議会を設け、子どもたちの教育や地域と学校の抱える課題解決に向けてさらに組織的に活動してきました。
　・学校の空き教室を活用した体験教室
　・地域の伝統行事への子どもたちの参加
　・避難道の整備・保全
　・奥田川親水公園の設置・管理
　・保小中の教育活動の連携と情報発信
　・ボランティアの組織的活動
　・奥田川親水公園まつりの実施
　・休耕田での稲作体験

　その他地域をあげての教育支援体制を築き上げ、発展継続させてこられましたのも、ひとえに地域の皆様、
歴代保護者・教職員の関心の高さと熱意のおかげです。
　これからも子どもたちを温かく見守っていける学校と地域でありますよう、なお一層のご協力・ご支援をお
願いいたします。

●４月の体験教室（予定）　　　参加料　無料

開催日 時　間 教　室 講　師 場　所
4月24日（水） 15：15～16：30 三　　味　　線 田村　花枝 中舎・和室　
4月24日（水） 15：15～16：30 俳　　　　　句 道願　正美 中舎・図書室
4月25日（木） 15：15～16：00 将　　　　　棋 森本　健二 中舎・図書室

☆5月から始まる教室もあります。
※日程については変更などがある場合もありますので、最新の情報は伊野南小学校ＨＰ（http：//www.

kochinet.ed.jp/inominami-e/）に掲載しています。
※体験教室は、伊野南小学校　☎ ８９２－１１２１　辰己までお問い合わせください。

南っ子ミュニティでは学校と連携して、あるときは地域の皆さんが学校を、あるときは学校が地域を
応援し合いながら、学校を核としての活動を推進しています。地域、学校がWIN＆WINの楽しい
活気のある町づくりを目指しています。

伊野南小学校を核とした地域コミュニティ作りを目指して 93

申 込 方 法

持参する物

生涯学習係窓口へ直接またはお電話で！　いの町1700-1　教育委員会事務局
受付　月～金曜日（祝日を除く。）8：30～17：15　☎ 893－1922
【受付内容：氏名・住所・電話※個別相談室の場合は相談内容】

筆記用具・講座に応じて（使用している機器：スマホ・タブレット・パソコン・電源・マウス等）

パソコン教室のご案内　5月開催予定講座

パソコンやってみん!?

5 月
予 定 表

5月分締切日：4月25日（木）　17：00
主　催：いの町教育委員会事務局生涯学習係
講　師：森　清仁
会　場：伊野公民館2F　第3会議室

開催時間 受講料ほか ５月日程

写真からビデオ作成講座
10：00～16：00

5時間講座
使用可能パソコン持参

5名以上開催
受講料　 ￥3,000
テキスト　￥1,000

　12日（日）

パソコン・スマホ・タブレット
個別相談室

※VBA＆CAD等は除く

申込1件1時間以内
10：00～16：00

予約がない場合は中止します
受講料　 ￥1,000

　11日（土）
　18日（土） ・ 19日（日）
　25日（土） ・ 26日（日）

パソコン・スマホ・タブレット個別相談室 … Windows操作・印刷からワード・エクセル活用・アクセス基礎・デジカメ・LANネットワーク基礎・

インターネットとメール・etcの相談室です。スマートフォン・タブレットについては、WiFi接続や基本操作などです。

（C言語やVBAなどの言語関係・CAD（図面ソフト）は除く）その他の内容については、予約の時に相談内容をお願いします。

写真からビデオ作成講座 … ムービーメーカーソフトを使い撮りためた写真を活用してビデオを作ってみませんか？簡単な作成方法を教えます。 

ムービーメーカーソフトがなければインストールいたします。
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・新生活応援！

・お弁当持ってでかけよう♪春のピクニック特集

・こどもの読書週間関連企画

今月のテーマ展示

ご存知ですか？「本との出会い推進員」
　いの町では、小中学校図書館や子育て支援センター

「ぐりぐらひろば」乳幼児健診会場などに「本との出会

い推進員」を派遣し、子どもたちの読書活動を支援する

活動を行っています。本や子どもの読書についてなどお

気軽にご相談ください。

～本との出会い推進員が訪問します～

・４か月児健診…………………………4月……4日（木）
・吾北乳幼児健診…… …………………4月11日（木）
・１歳６か月児健診…… ………………4月18日（木）
・ぐりぐらひろば…… …………………4月19日（金）

4月27日（土） 10：30～11：00

～あかちゃんと楽しむ絵本とわらべうたの時間～
【対象：０～３歳児・保護者】

ゲーム要素を取り入れた参加型の読み聞かせです。

おはなし会

　赤ちゃんの心と言葉を育む触れ合い遊びやわらべうた、
絵本の楽しみ方をお伝えしています。おむつ替えや授乳が
できる部屋もありますので、お気軽にご参加ください。

 くつしたのあな 

 Peek a boo 

毎月第４土曜日

4月20日（土） 偶数月第３土曜日

図書館だより 月4
新しく入った本
【小説】

・父と私の桜尾通り商店街（今村　夏子／KADOKAWA）
・ザ・ウォール（堂場　瞬一／実業之日本社）
・瞳のなかの幸福（小手鞠　るい／文藝春秋）

・キリンの山のぼり（茂市　久美子／講談社）
・十年屋…２…あなたに時をあげましょう（廣嶋　玲子／静山社）
・ピッピ南の島へ（アストリッド・リンドグレーン／岩波書店）

・ニューズウィークが見た「平成」（CCCメディアハウス）
・地域発!つながる・集める施設のデザイン（パイインターナショナル）
・本をつくる（鳥海　修／河出書房新社）

【児童】

【ノンフィクション・その他】

いの町立図書館で
オーテピア高知図書館の本を借りることができます！
取り寄せたい本を、いの町立図書館カウンターでお
申し込みください。（※到着までに日数がかかる場合
や、取り寄せのできない本もあります。）

第1部　10：30～11：00
　　　　…［対象：年少（3歳）～小学校低学年］
第2部　11：00～11：30
　　　　…［対象：小学生］
※対象年齢は目安ですが、第2部は保護者と離れて参
加できるお子様が対象となります。

◆ 移動図書館バス「やまびこ号」

巡回地区及び主な停車場所

火曜日…吾北方面
　勝賀瀬郵便局・むささび温泉・吾北総合支所
　吾北中央公民館・水辺の駅あいの里　ほか
水曜日…天王方面
　紙の博物館・天王南２丁目公園・天王南３丁目集会所
　天王南７丁目集会所・天王コミュニティセンター
　天王北４丁目広場・池ノ内コミュニティセンター　ほか
木曜日…本川方面
　633美の里・本川遊漁センター・本川総合支所
　三瀬駐在所　ほか

※停車場所・時間帯などの詳細は、図書館まで

　お気軽にお問い合わせください。

いの町立図書館・本館

いの町立図書館枝川分室
（枝川コミュニティセンター内）

住所…いの町元町41番地　☎…850-4360　

開館時間…9：30～18：00

休館日…毎週月曜日

　　　　祝日…4月29日（月）～5月6日（月）

　　　　館内整理日…26日（金）

住所…いの町枝川2462番地　☎…850-4350

開館時間…9：30～18：00

休館日…月・水・金・日曜日

いの町立図書館の本は、本館・枝川分室どちらでも返
却できます。また、オーテピア高知図書館・高知市民図
書館分館・分室の本も返却できます。

絵本であそぼう　アニマシオン

4月23日～5月12日

こどもの読書週間
　公益社団法人読書運動推進協議会によると、

「こどもの読書週間」は”子どもたちにもっと本

を！子どもたちにもっと読む場所を！“との願い

から、1959年に誕生しました。

　幼いころから本に親しみ、読書の喜びや楽しみ

を知り、物事を正しく判断する力を身に付けてお

くことが、子どもの成長にとって大切であること

は言う間でもありません。「こどもの読書週間」

は子どもに読書をすすめるだけでなく、大人が子

どもの読書の大切さを考える期間でもあります。

　図書館では、毎月テーマを決めて子どもたちに

おすすめしたい図書の展示をしています。また、

ご家庭やボランティア活動などで読む本の選書や

子どもの読書について知りたい場合など、随時ご

相談に応じておりますのでお気軽にスタッフ

までお声がけください。
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ぐりぐらひろば（いの町地域子育て支援センター）からのお知らせぐりぐらひろば（いの町地域子育て支援センター）からのお知らせ

■ 申込・問い合わせ　ぐりぐらひろば（いの町総合健康センター内） ☎ 892-3151■ 申込・問い合わせ　ぐりぐらひろば（いの町総合健康センター内） ☎ 892-3151

ヨガをしながら

赤ちゃんとふれあい遊び。

ママに触れてもらって

心も体もぽっかぽか♪

絵本やわらべ歌に親しみ、

スキンシップを通して親子の

自尊感情がはぐくまれています♡

開所時間

9:30～15:00

ぐりぐらひろばHP

開室日時：月～金曜日　9：30～15：00

産前産後のママたちが集えるカフェのようなお部屋です。

妊娠期や赤ちゃんのことを知るＤＶＤや図書も用意しています。お気軽にご利用ください。

開室日時：月～金曜日　9：30～15：00

産前産後のママたちが集えるカフェのようなお部屋です。

妊娠期や赤ちゃんのことを知るＤＶＤや図書も用意しています。お気軽にご利用ください。

４・５月初旬

行事予定

★散歩

　４月２４日（水）　１０：００～１１：００

★本との出会い推進員さんによる読み聞かせ

　５月１０日（金）　１０：３０～１１：００

★土曜日開所①

　５月１１日（土）　　９：３０～１５：００

♡スペシャルなお知らせ♡

母子手帳交付時の

「ぐりぐらひろば

ご招待＆プレゼント券」

で、オーガニック素材の

ベビーブランケットを

お渡ししています。

詳しくは、

ぐりぐらひろばまで！

産前産後の

ママたちの

出会いと憩い
の場

産前産後の

ママたちの

出会いと憩い
の場

★健康や育児のアドバイス＆気軽な相談

　４月１２日（金）　１３：００～１３：５０
　講師：仁淀病院小児科　倉繁　迪 先生

★本との出会い推進員さんによる読み聞かせ
 ＆こいのぼり作り

　４月１９日（金）　１０：００～１１：００

★おやこっこたいむ（育児相談）

　４月２３日（火）　　９：３０～１１：３０
　　　　　　　　　（受付は９：５０まで）

※　　　　の行事は事前に

　お申し込みください。

　詳細は、ぐりぐらつう

　しんをご覧ください。

要予約

～産前産後のママたちの出会いのひろば～～～産前産後のママたちの出会いのひろば～～

要予約

妊婦さん～産後６ヶ月（満７ヶ月の前日）

までの親子対象

■ ４月２５日（木）10：00～11：30

　『産前産後の生活について』

　講師：産後ドゥーラ　田上　聖子 先生

他の人は子育てどんなふうにしているの？

産後の疑問や困りごと、何でも相談して

みましょう。

妊婦さん～就園前親子対象

■ ４月１０日（水）1３：３0～1５：０0

　『ベビー＆ママヨガ』母乳相談

　＊個別相談は要予約

　講師：助産師　藤原　恵 先生

■ ４月１７日（水）１３：３０～１５：０0

　『講話「子どもの成長・発達」

　＆ベビーマッサージ』　

　講師：助産師　森本　雅子 先生

参加対象が
広がり

ました♪

関心のある方はご連絡ください関心のある方はご連絡ください

子育て支援

ボランティア募集中 !!

子育て支援

ボランティア募集中 !!

いの町新町20－1

TEL（088）893－5161

■日帰り白内障手術
■ＯＣＴ（光干渉断層計）

院長　山　岡　昭　宏
13:00
まで
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▶開館時間：9：00～17：00

▶休 館 日：毎週月曜日（ただし、祝日は開館し翌日休館）

▶電話番号：８９３－０８８６

▶入 館 料：大人 500円 ／ 小中高生 100円

　　　　　　65歳以上 250円（要年齢証明）

＊販売コーナーは、入場無料です。

＊購入日から1年間、何度でも入場できるお得な年間観覧券（1,500円）販売中！

 http://kamihaku.com/

検索

◆ 日本を見つめるルネッサンス展　4月5日（金）～4月10日（水）（最終日は12：00まで）

◆ 桂月会石展　4月12日（金）～4月14日（日）

◆ 「旅する蝶　アサギマダラの不思議」その２　4月19日（金）～4月21日（日）

◆ 第37回春の山野草展　4月12日（金）～4月14日（日）

◆ 第29回いの町和紙ちぎり絵サークル展　4月27日（土）～5月6日（月・祝）　

◆ 緑の宝石会　石斛・風蘭・山野草・水石展　4月19日（金）～4月21日（日）

◆ カンアオイと山野草展　4月27日（土）～5月6日（月・祝）　

絵画、書道、彫刻、写真など、様々なジャンルの作品を展示します。現代アーティストの作品世界の中に、伝統と

革新の美が煌く日本を見つめなおす展覧会です。

桂月会会員が自然石を展示します。

アサギマダラの生態を標本や写真で紹介します。

春の山野草、蘭科植物、シダ、カンアオイなど合計約300点を展示します。

サークル会員が制作した和紙の魅力とちぎり絵の楽しさを伝える作品約35点を展示します。

緑の宝石会会員が石斛、風蘭、山野草、水石など約110点を展示します。

カンアオイなど合計約200点を展示します。

４月29日（月）は祝日のため開館、翌30日（火）も

連休に合わせ特別開館いたします。

展 覧 会

土佐和紙工芸作家　伊与田節子

様から、人間国宝　濵田幸雄さ

んの土佐典具帖紙などの土佐和

紙を使って製作した「和紙の

花」を寄贈いただきました。展

示室を華やかに飾っています。

近澤四郎様から　ちぎり絵作家

山中章弘氏のちぎり絵を寄託い

ただきました。濵田洋直さんの

土佐典具帖紙を使った作品です。

玄関ロビーで迫力ある豹が皆さ

まを出迎えます。

吾北むささび温泉  新たにオープン！

大変、お待たせしました。施設改修工事のため、休業いただいておりましたが、

４月から新たにオープンします！！

○工事終了後の４月１日（月）～４月14日（日）までの期間

オープン記念日４月１日（月）限定！！

オープン記念週間：４月２日（火）～４月14日（日）まで！！

入浴料全員半額！！　大人（600円 → 300円）、子供（300円 → 150円）！

入浴料全員 100円引き！！

さらに、オープン記念週間中は、温泉スタンプカードのスタンプ２倍！！

　この機会にぜひとも吾北むささび温泉をご利用いただければと思います。

■ 吾北むささび温泉　　☎ 088-867-3105　
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診療時間：　９時 ～ １２時３０分

　　　　　１４時 ～ １７時３０分

人権擁護委員無料相談のご案内

地区 今月の相談日 相談時間 開　催　場　所

伊野 ４月17日㈬ 13：30～16：30
すこやかセンター伊野

１階小会議室

法務局相談窓口・問い合わせ
（祝休日を除く月～金曜日　受付 8：30～17：15）

高知地方法務局人権擁護課 ☎ 088－822－3503

人権擁護委員

杉本　寛子

井上　　晃

藤木　栄子

金子　　覺

坂本　美加

髙橋美智子

山本　周児

人権擁護委員へのご相談等に

関する問い合わせは

ほけん福祉課まで

　☎ ０８８-８９３-３８１０

No.60

　この計画は、まちの主役である町民の皆さまが「人とのふれあいを大切にし、いきいきと暮らせる」
「いいまちに暮らしていると実感できる」また「誰も自殺に追い込まれることのない『いの町』の実現」
をめざし、策定しました。
　計画は、いの町ホームページにも掲載していますので、ぜひご覧ください。

元気でいきいき

暮らしたい～の

ほけん福祉課…☎…893-3811

▪第３期健康増進計画・第２期食育推進計画

▪第１期自殺対策計画

こころと身体の健康づくりを応援します！
～第３期健康増進計画・第２期食育推進計画・第１期自殺対策計画～

いの町の自殺対策６本柱

①こころの健康に関する周知と啓発　　　　　　　

②子どもの頃からの支援

③自殺対策を支える人材の育成

④地域・関係機関・役場内におけるネットワークの強化

⑤相談窓口・支援体制の充実

⑥壮年期から高齢期への支援

目的（めざす姿）：健康寿命の延伸

まちの主役である町民が

　人とのふれあいを大切にし、いきいきと暮らせる

　いいまちに暮らしていると実感できる

基本方針

　豊かなこころとからだを育む支援

　生涯を通じた健康づくりを推進

健康管理、運動・身体活動、
アルコール、たばこ、歯と口の健康

食生活と食育 休養・こころの健康

計画には各分野の「目標」を達成するために、個人や家庭で取り組む

こととして、「わたし（町民一人ひとり）ができること」を示しました。

目標：誰も自殺に追い込まれる

　　　ことのない「いの町」の

　　　実現

・ひとりぼっちにならない、ひと

りぼっちにしない

・多様性を認め合える社会づくり

今後は関係機関と

連携しながら、

全庁をあげて

取り組みます。

からだ 食 こころ
各分野に

目標があるよ

来月以降の

「暮らしたい～の」

で紹介していきます。
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　日本には、慢性腎臓病の患者さんが1300万人以上いると推計されています。

　慢性腎臓病があると、腎臓の働きが徐々に低下して、尿を十分につくれなくなります。余分な水分や塩分、

老廃物が体内にたまり、かなり進行した段階になって初めて、むくみやだるさなどの自覚症状が現れます。慢

性腎臓病の原因は生活習慣病（糖尿病、高血圧など）、腎臓自体の病気（慢性腎炎など）、加齢があります。慢

性腎臓病が進行するにつれて、脳卒中や心不全などを発症しやすくなっていきます。このような危険な病気を

防ぐために、慢性腎臓病は早期発見することが重要です。

　早期発見のために血液検査や尿検査を毎年受けることが大切です。腎臓の働きが低下すると、老廃物などが

十分に排泄されなくなり、体内に蓄積します。そうした老廃物の1つがクレアチニンで、血液検査で調べること

ができます。血清クレアチニン値から、eGFRという値が推算されます。eGFRは、腎臓が

どの程度働いているかを表しています。eGFRが60未満の場合は、慢性腎臓病が疑われます。

　尿検査では、尿中のたんぱくをチェックします。慢性腎臓病で腎臓の働きが低下している

と、血液中のたんぱくが尿中に漏れ出します。これをたんぱく尿といいます。たんぱく尿の

結果は（－）,（±）,（1+）,（2+）で表されます。（－）の場合は正常で、それ以外の場合

は慢性腎臓病が疑われます。（NHKテキストきょうの健康２月号）

健診部　小原　秀一

仁淀病院から

のお知らせ 慢性腎臓病について

■問い合わせ　　ほけん福祉課　☎ ８９３―３８１１
　　吾北総合支所住民福祉課　☎ ８６７―２３００

 　　　本川総合支所住民福祉課　☎ ８６９―２１１４

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種について

　町では高齢者肺炎球菌
予防接種費用の一部を助
成しています。
　平成31年度の対象者
は次の方で、対象の方に
は４月上旬に個別通知を
お送りします。
　接種を希望される方は、
必ず同封の説明文書を読
んだうえで、予診票（び
わ色の用紙）を使用して
接種してください。

◇平成31年度対象者
　過去に高齢者肺炎球菌ワクチン（23価）を接種したことが無く、次の生年月日の方

◇自己負担額

　2,000円（生活保護受給者は、接種前の
申請で無料になります。）

◇その他

　※接種時点に60歳から64歳で、身体障害者手帳１級程度の
方も対象となる場合があります。事前にお問い合わせく
ださい。

　※助成を利用できるのは「対象の年度に１回のみ」です。

　65歳相当の方（昭和29年４月２日～昭和30年４月１日生）

　70歳相当の方（昭和24年４月２日～昭和25年４月１日生）

　75歳相当の方（昭和19年４月２日～昭和20年４月１日生）

　80歳相当の方（昭和14年４月２日～昭和15年４月１日生）

　85歳相当の方（昭和 ９年４月２日～昭和10年４月１日生）

　90歳相当の方（昭和 ４年４月２日～昭和 ５年４月１日生）

　95歳相当の方（大正13年４月２日～大正14年４月１日生）

100歳以上の方（大正 ９年４月１日生まれ以前）

＊4月からの内科・外科外来診療について
　午後の診療は予約外来のみとなります。

＊ゴールデンウィーク期間中の外来診療について
　2019年ゴールデンウィーク（４月27日（土）～５月６日（月））は10連休となりますが、

５月２日（木）は診療します（一部休診科もありますので、詳細はお問い合わせください）。

■問い合わせ　仁淀病院　☎ ８９３－１５５１
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◦吾北乳幼児健診、１歳６か月児健診、７か月児健診は個別に通知します。　　　　　　

子
育
て
サ
ー
ビ
ス

内　　容 日　程 場　　所 受付時間

お や こ っ こ た い む

（ 育 児 相 談 ）

4/16（火） 天王コミュニティセンター

9：30～ 9：504/23（火） 総合健康センター（ぐりぐらひろば）

5/  7（火） 枝川コミュニティセンター

吾 北 乳 幼 児 健 診 4/11（木） 吾北中央公民館

13：00～１ 歳 ６ か 月 児 健 診 4/18（木）
すこやかセンター伊野

７ か 月 児 健 診 5/  9（木）

マタニティ教室♥たまごっこたいむ※ 4/13（土） 総合健康センター（ぐりぐらひろば） 9：50～10：00

※マタニティ教室♥たまごっこたいむに参加希望の方は、ほけん福祉課（すこやかセンター伊野内）

　（☎ ０８８－８９３－３８１１）までお申し込みください。

健
診
・

が
ん
検
診

内　　容 健診日 場　　所 健診受付時間

健 診 5/10（金） 勝賀瀬公民館 8：00～ 9：00

健
診
・
が
ん
検
診

申

込

受

付

内　　容 健診日 場　　所 健診受付時間 電話申込受付期間

健 診

5/16（木） 吾北山村開発センター 8：00～10：00 　　4/15（月）～

5/20（月） 旧神谷中学校 8：00～10：00

　　4/22（月）～5/21（火） 波川公民館 8：00～10：00

5/22（水） 下八川小学校 8：00～ 9：00

5/29（水）

天王コミュニティセンター 8：00～10：00 　　5/  7（火）～5/30（木）

5/31（金）

※健診：特定健診、30歳代健診、がん検診（胸部・胃・大腸）
※健診は１年に１回、乳がん検診・子宮頸がん検診は２年に１回となっています。
※5/30（木）、5/31（金）天王コミュニティセンターで、健診と同時に、歯科衛生士による無料歯科相談を実施します。

在
宅
当
番
医

予
　
定
　
表

4
　
月

７（日） い の 病 院 ☎ 893-0047

5
　
月

　１（水） 森 木 病 院 ☎ 893-0014

１４（日） さ く ら 病 院 ☎ 893-5111 ２（木） 森 木 病 院 ☎ 893-0014

２１（日） WESTほね関節クリニック ☎ 850-8811 　３（金） とんぼクリニック ☎ 879-0222

２８（日） 仁 淀 病 院 ☎ 893-1551 　４（土） さ く ら 病 院 ☎ 893-5111

２９（月） さ く ら 病 院 ☎ 893-5111 　５（日） い の 病 院 ☎ 893-0047

３０（火） い の 病 院 ☎ 893-0047 　６（月） 仁 淀 病 院 ☎ 893-1551

１２（日） 西 村 整 形 外 科 ☎ 893-2455

１９（日） 森 木 病 院 ☎ 893-0014

２６（日） 田村カルディオクリニック ☎ 893-5712

※都合により当番医が変更となる場合があります。

　受診の前に電話でご確認ください。

健診・がん検診の申し込みは電話又はハガキでお願いします。電話の場合は、申込受付期間（月～金曜日8：30～17：15）

に、ほけん福祉課（すこやかセンター伊野内）（☎０８８―８９３―３８１１）までお申し込みください。ハガキの場合は、４月広

報に折り込みのいの町健康ガイドに入っているハガキで、平成３１年度の各会場での集団健診・乳がん検診・子宮頸がん検診

の予約ができます。電話申込受付開始日の１週間前までに投函をお願いします。

ひとりで悩んでいませんか？
職場での妊娠・出産等に関するハラスメントやセクシュアルハラスメントに！

あなたが妊娠したから、私たちが残業をしなくては
ならなくなったと同僚から仲間はずれにされ仕事が
手につかない。

セクシュアルハラスメントを受けて
不快な思いをし、仕事に集中できな
い。

■ご相談・お問い合わせ　　高知労働局雇用環境・均等室　☎ ０８８－８８５－６０４１


